
  



  シオンの特徴


  



  Ｔ．オースチン-スパークス


  



  目次


  



  第一章 キリストの堅固さ

  第二章 キリストの勝利の命における合一

  第三章 キリストの命の不滅性

  第四章 キリストの尊さ

  第五章 神聖な開始における栄光

  第六章 隠れた働きにおける栄光

  第七章 最終的顕現における栄光

  注記


  



  第一章 キリストの堅固さ


「主は偉大であり、私たちの神の都、彼の聖なる山で、大いにほめたたえられるべきである。シオンの山は、北の端にあり、大いなる王の都であって、高くて麗しく、全地の喜びである（中略）シオンを回り、その周囲を行き巡って、そのやぐらを数えよ。その城壁を注意深く調べ、その宮殿について考えよ。それは、あなたたちが後の世代に語り伝えるためである。なぜなら、この神こそ、永遠にわたって、私たちの神だからである。彼は私たちを死に至るまで導いてくださる。」（詩篇四八・一、二、十二～十四）


「彼は土台のある都を求めていました。その建設者と製作者は神です。」（へブル十一・十）


「なぜなら、据えられている土台のほかに、だれも他の土台を据えることはできないからです。この土台は、イエス・キリストです。」（一コリント三・十一）


「彼の土台は聖なる山々にある。主はヤコブのすべての住まいにまさって、シオンのもろもろの城門を愛される。」（詩篇八七・一～二）


  



詩篇四八篇十二節の御言葉は、シオン全体について黙想するよう述べています。「シオンを回り、その周囲を行き巡れ」。エルサレムとシオンに関する聖書の内容を、主イエスとその教会に思いを馳せずにまとめることはできません。世界のどこかのある都に関する聖書の記述をたくさん持っていても、私たちの霊的生活や、私たちの葛藤・苦難・困惑や、神と共なる歩みにとって、ほとんど価値はないでしょう。たとえその都に偉大な歴史があって、多くの争いや論争や対立の中心・対象として大いに注目されていたとしても、また、その都の国民が大いに喜び歓喜していて、詩篇作者たちがそれに関して詩篇や賛美や他の賛歌を作っていたとしてもです。記録されて伝えられた本としてそれを持っているだけでは、ほとんど私たちの助けになりません。聖書はそのようなものではありませんし、聖書の目的は教訓を引き出す本となることでもありません。つまり、大昔に起きた出来事から多かれ少なかれ教訓を引き出して実例とする、というものではないのです。聖書はそれを遥かに超えたものです。聖書に記されていることはみな、時間を超越しており、それゆえ、常に霊的に価値があります。一言で言うと、それはみな主イエスに集約されて、次に、聖霊の中で私たちにもたらされ、私たちの霊的経験において実際的・現在的な価値を持つものにされるのです。そして、エルサレムとシオンについて多くのことが述べられていますが、それはみな主イエスに関することなのです。すでに述べたように、座って、これらの名を帯びているものをまとめようとするとき、そもそもあなたが霊的に照らされているなら、何らかの形で神の霊から教わっているなら、あなたは主イエスのもとに導かれて、これらの事柄は大いに現実的な内的な形で自分に関係していることに気づくでしょう。ですから、御霊の中でシオンについて黙想するとき、キリストについて黙想することになります。エルサレムが多くの点で包括的な象徴であり、神聖な意義の象徴であるように、キリストもまたこれらすべての意義の実際であり、信者と生命的・有機的関係にあります。キリストはこの多くの面を持つ象徴によって語られます。私たちの人生に語りかけ、私たちの存在の深みにまで降りて行って、励まし・慰め・保証・必要ないっさいのものを与えてくださいます。詩篇しか知らない人でも、主の民を慰めて助けるために、どれほど多くのことがエルサレムとシオンに関して述べられているのか知っています。


しばしば指摘してきましたが、詩篇は人の必要をすべて網羅しています。神の民は、必要を抱えている時、常にこの書に向かいました。どれほど歴代の人々は、詩篇に向かって、意識しうるほぼすべての必要を満たすものを詩篇の中に見つけてきたことでしょう。まるで、詩篇を書いた人々は、人が経験しうるあらゆる経験を通らされて、その経験の中で神を叫び求め、神を見いだすようにされたかのようです。そうです、まさにそのとおりです。そして、その多くがエルサレムやシオンと関連しているように、それはみな主イエスを指し示しており、主イエスに集約されます。それがまさに意味するのは、彼こそ私たちのすべての必要に対する答えであるということです。シオンが昔のイスラエルや、こうした多くの経験をくぐり抜けた詩篇作者たちに語りかけたように、彼は私たちに語りかけてくださいます。


シオンの土台


さて、私たちが読んだ他の節は、エルサレムとシオンに関する問題の一つの面に言及しています――つまり、その土台にです。アブラハムについて述べているへブル十一章のこの節は、彼は土台のある都を求めていた、と述べています。次に使徒パウロは、唯一の土台はイエス・キリストであり、他に土台はない、と述べています。また、詩篇作者は「彼の土台は聖なる山々にある」と述べています。神の土台は聖なる山々にあります。アブラハムに対する主の御言葉は覚えておられるでしょう。主はアブラハムに、遠くの山、モリヤの地に行き、そこでイサクを全焼のささげ物としてささげよ、と言われました。そして、モリヤ山の頂に到着して、時の流れを越えて見渡すと、次にモリヤ山が登場するのはダビデの時代です。イスラエルを数えたダビデの失敗の物語は覚えておられるでしょう。国土全体が荒廃しました。最終的に、モリヤ山の打ち場で、主にささげ物がささげられて死による荒廃は食い止められ、いけにえと宮、主の家の場所が確保されました。こうして、神の家の土台に関する別の局面、別の地点に到達します。次に、モリヤや他の地上の山の名には触れずに、その地点からダビデと共に長い時の流れをさらに見渡すと、アブラハムが求めていたものに至ります――土台のある都に至ります。キリストに至ります、天のエルサレムに至ります、そして、神がずっと目指してこられたものを目にします。そして、アブラハムの経験は土台だったこと、ダビデの経験は土台だったことに気づきます。イサクをささげた意味、彼を死人の中から返してもらった意味、モリヤ山でのダビデに対する神のあの大きなあわれみの意味を一緒にすると、霊的な土台が何なのかがまさにわかります。それらについてはこれから見ることになりますが、ここで見ている土台はシオンの土台です。


土台の重要性


土台はきわめて重要なものです。遅かれ早かれ、すべてのものの真価は土台によって決まります。私たちがこの土台に決着をつけることは決してない、という感覚があります。もちろん、土台は一度かぎり永遠に据えられており、私たちは戻って土台を何度も何度も据えなおすべきではない、という感覚もあります。しかし、たとえ土台は据えられていても、私たちが土台に決着をつけることは決してない、という感覚もあります。私たちは自分の土台に基づいて常に対処されています。神は、私たちの土台やご自身の土台に照らして、私たちを取り扱っておられます。大きな建物が全く崩壊して、調べてみると、土台に問題があったことがわかることが時々あります。建物が非常に歪むことが時々あります。ほんの数日前、私はスコットランドである建物を見ました。その建物は建てられた時はまっすぐだったのに、今では片側ともう片側の角度がずれていました。窓は閉まらず、扉は合わず、何もかもが斜めでした。もちろん、その理由を説明するのは何も難しくありません。土台が崩れていて、雨風に耐えられなかったのです。その建物は開けた田野に面していました。その田野を越えて、彼方の山々から風が吹いて来て、土台を打ちました。そこにこの建物が建っていたのです。これは多くの人の生活にも言えます。崩壊しきった生活もありますし、歪み、ねじれ、全く逆さまで、混乱し、てんやわんやな生活もあります。これはまさに土台の問題です。上部構造にひどい齟齬がある生活もあり、土台となる働きの十分さに大きな疑問を投げかけています。往々にして、これは全く土台の問題です。上部構造の真理で、頭でっかちになるおそれがあります。教会、キリストのからだ、それ自体は全く正しいこれらの天的なものをすべて持っていて、それをみな教えの事柄として持っていたとしても、逆境の日に何かが起きると、私たちはバラバラになって、耐えることができません。暴露されて、倒れてしまいます。私たちはみな、こう告白しなければなりません。私たちは倒れます。土台の部分のどこかに弱点があるのです。


さて、その意味は何でしょう？私たちはどうしなければならないのでしょう？まず、土台との関係で、キリストについて新たに考えなければなりません。もし彼が土台であり、シオンが彼からその性格を受け継いでおり、シオンが聖書に記されているとおりのものであるなら――「ああ、神の都よ、栄光ある事が、あなたについて語られる」（詩篇八七・三）。「主はヤコブのすべての住まいにまさって、シオンのもろもろの城門を愛される」（詩篇八七・二）。「見晴らしの良いシオンは、全地の喜びである」（詩篇四八・二）――このように続けることができます――これらは真実であり、このようなシオンはその性格を土台から受け継いでいます。そうである以上、これらが私たちや教会にも言えるようにするには、私たちは土台に目を向けなければなりません。つまり、キリストにもう一度、さらにもう一度目を向けなければならないのです。


土台であるキリストの堅固さ


ここで一つ、これまで述べてきたこととの関連ですぐに浮かび上がってくることがあります。それはおそらく、土台としてのキリスト、そしてすべての正常な土台の第一の、最高の特徴です――すなわち堅固さです。土台はそうでなければなりません――堅固で安定していなければなりません。ああ、彼はなんと堅固だったことでしょう。この地上におられた時、主はなんと静かで、確信に満ち、毅然としていて、動じることなく、泰然自若としていたことでしょう。彼を動揺させるもの、揺るがすもの、揺り動かすものは、何もありませんでした。彼は静かに、着実に、冷静に、地上や地獄からの敵対勢力のあらゆる猛攻に立ち向かわれました。まさしく、彼は岩でした。急速に勢いを増しつつある嵐――その性質を彼は完全にご存じでした――が彼ら全員の上に臨もうとしていました。それは歴史上最も恐るべき嵐であり、地上のあらゆる手段を通して働く地獄の勢力でした。まさにそれに直面して、彼は「あなたたちは心を騒がせてはなりません」（ヨハネ十四・一）と言われました。彼はご自身と彼らの上に臨もうとしている問題をご存じでした。「あなたたちは心を騒がせてはなりません」。そうです、これが主イエスです。堅固なのです！


キリストの堅固さの秘訣


しかし、その秘訣は何だったのでしょう？それはたんなる人間的落ち着きや、偉大な魂の強さ、偉大な意志の強さではありませんでした。ある秘訣があったのです。彼の生活は、天におられる彼の父に深く根差していました。彼の愛好句は――「天におられる父」でした。彼の生活は全く、天におられる彼の父に深く根差していました。あるいは、いつもの比喩を用いると、天におられる彼の父に基礎づけられ土台づけられていました。「父」「わたしの父」という言葉は、心の関係を示唆します。


さて、御父とのこの心の関係は、私たちの場合は存在しないけれども、彼の場合はもともと存在していた、というものではありません。つまり、それはあらゆる方法で試練と試みを受けたものだったのです。サタンは最大限努力して、御父とのこの心の関係を妨げようとしました。「もしあなたが子であるなら……」（マタイ四・三）。すべてが、御父とのこの心の関係に集中していました。欠乏と弱さの中にあるこの御方を御父は顧みておられない、と示唆されています。「もしあなたが子であるなら……」。最後の恐るべき試練もこの同じ点に集中しました。「父がわたしに与えられた杯を、わたしは飲まないはずがあろうか？」（ヨハネ十八・十一）。ああ、なんと苦い杯でしょう！しかし彼は言われました、「この杯は――神がわたしに課されたものでも、飲まざるをえないものでもなく――父が私に与えてくださったものなのです」。わたしの父は、人がこれまで飲むよう要求された最も苦い杯を、わたしにお与えになりました――わたしの父がそれを与えてくださったのです。要点がわかります。それは恐ろしい杯ですが、御父から手渡されたのです。これは心の関係を物語っていないでしょうか？


そうです、その関係について、あらゆる方向から試され、それをご自身のものとされたのです。「あなたたちの天の父は知っておられます……」（マタイ六・三二）。「わたしの父……あなたたちの父」（ヨハネ二〇・十七）。天におられる父。そこに彼は根差しておられ、そこに彼の土台がありました。その場所は全くこの世の外にありました。そうでなければ堅固ではありえません。もし彼の土台がこの世にあったなら、堅固でも安全でもなかったでしょう。彼の土台はこの世の外にありました。ああ、神に感謝すべきことに、私たちの世界の外に安全な場所があるのです。使徒はもう一つのたとえを使って、幕の内側にある、確かで堅固な、魂が錨を下す場所について述べています（へブル六・十九）。これは同じことです。錨を下す場所であり、土台のある場所であり、外に根を張る場所です。キリストはご自身の土台を、地上の光景やそれに属するいっさいのものの外側に持っておられました。パウロはこれをこう述べています――「あなたたちの命はキリストと共に神の中に隠されています」（コロサイ三・三）。地上の光景の外側に隠されています。そうです、隠されているのです。土台は常に隠されていますが、ああ、なんと大事なことでしょう！


キリストの堅固さを御霊によって自分のものとする必要性


もし主イエスが土台だとするなら、どのようにして彼は土台なのでしょうか？もし、これが彼の土台に言えて、それが私たちにも言えるようにならなければならないのだとすると――どのようにしてでしょう？私たちはあまりにも皮相的でした。私たちは、確かに、「据えられている土台のほかに、だれも他の土台を据えることはできません。この土台は、イエス・キリストです」とあるのは、彼の神性と神格を意味するものであり、彼が十字架上で偉大な贖いの御業を成し遂げ、死者の中からよみがえり、天に昇り、高き所の威光ある方の右にいて、再び来られることを意味するものである、これらのことが土台を成しているのである、と言ってきました。これはみな真実です、私を誤解しないでください、私はそれから何かを差し引こうとしているわけではありません。私が言いたいのは、たとえこれをすべて信じていたとしても、ひどく動揺させられて、全く倒れてしまうおそれがある、ということです。それを教理の問題、事実の問題として信じることは可能ですが、私たちの完全に正統的な教理、健全な教理と、私たちの生活の堅固さ、生活の実直さ、生活の一貫性との間のどこかに、何らかの溝が依然としてあるのです。どこかに弱さがあるのに、それをみな持っています。キリストが土台であるのは、たんに教理の問題ではありませんし、何らかの客観的方法によるのでもありません。聖霊はキリストの霊として来臨して私たちの中に入られました。パウロはイエス・キリストの霊の供給について述べており、イエス・キリストの霊の供給によって自分は事をなせると述べています（ピリピ一・十九）。彼は何を言わんとしたのでしょう、それは何でしょう？それは次のことをまさに意味します。すなわち、主イエスにあって成就・承認され、試練・苦難・試みを経て彼にあって完成されたものが、今や、聖霊によって、私たちの中で実際化されるのです。私たちは自分の性格を御霊により彼から受け継ぎます。また、私たちの心は、一度にではないにせよ、確実に、段階的に、より確信に満ちた、より堅固な、より動じないものとなっていきます。私たちが遭う初期の嵐は児戯に等しいですが、それでも子供にとってはささやかな逆風でも恐ろしいハリケーンであり、怖いものです。主と共に進んで行くとき、私たちは、子供では立ち向かえない霊的逆境という暴風やサイクロン、試練、攻撃に遭うようになります。そして、この新たな試練、新たな試み、主が許されたこの新しい攻撃の形態によって、自分が動揺していることに気づきます。ああ、神はほむべきかな、私たちは流されません。素晴らしいことに生き延びて切り抜けます。なぜでしょう？――イエス・キリストの霊の供給のおかげです。


イエス・キリストの霊とは何でしょう？第一に、堅固さの霊です。それは私たちの堅固さではないことを、神はご存じです。もし私たちに任されていたなら、私たちはとっくに流されていて、ここにはいなかったでしょう。私たちは学びつつあります、そうです、往々にして自分自身の失敗によって、挫折、失敗によってであり、試練や攻撃の下でです。私たちはキリストを学んでいるところであり、キリストを発見しているところであり、「あの出来事を切り抜けられるとは思っていませんでした。あの出来事を乗り越えられるようには見えませんでした。あの出来事で私はおしまいのように確かに見えました。しかし、私は切り抜けました」と礼拝して言える地点にますます近づいているところです。このような形で彼は私たちの土台です。土台的真理は彼の神性と贖いであることを、私は承知しています。これは私たちの信仰の土台です。しかしどうにかして彼ご自身が中にやって来て、私の栄光の望みとならなければなりません。さもなければ、全く望みはありません。彼は内側で私の栄光の望みとなり、私の霊の中で確かな土台、揺れ動かぬ土台とならなければなりません。長年主とともに進んできた人々なら、大いにへりくだって、「そうです、私はよくその方面で引っかかっていたものでしたが、今ではその方面で引っかかったりはしません。それでひどく動揺する時もありましたが、神に感謝すべきことに、私はそれを乗り越えました。動揺しなくなったわけではありませんが、それに関してはかつてのように動揺しなくなりました」と言うことができます。ご自身の堅固さという問題について、彼は少しずつ私たちを導いてくださっていることがわかります。彼がペテロに「この岩の上にわたしはわたしの教会を建てる」「あなたはペテロ（岩の塊）である」（マタイ十六・十八）と言われた時、彼がまさに言わんとされたことは、岩のようであることだったのではないでしょうか？これは一人の弱い人に関する預言でした。その人が自分の主から自分の性格を受け継いで、その意味でキリストの一部となること、そして、聖霊によって、キリストに言えることが彼にも言えるようになることの預言だったのです。


岩のようであること――ああ、なんと多くこれらの詩篇では岩について述べられていることでしょう。「あなたは私の岩です」。何回、ダビデはこの句を彼の主について使ったことでしょう。土台がわかります。前に述べましたが、私たちは決して土台から離れ去れない、という感覚があります。つまり、神は絶えず私たちを土台の問題に関して対処しておられ、ますます私たちを落ち着かせ、しっかりとさせ、確信を持たせようとしておられるのです。この地上ではそれに終わりはありません。新たな揺り動かしはみな、これを実現するためです。新たな逆境はみな、土台の問題を対処するためのものです。私たちは決してそれらから逃れられません。言い換えると、私たちは信仰の試みや試練から決して逃れられません。信仰こそはすべての土台ではないでしょうか？キャンベル・モルガン博士はヨブ記に関する小冊子を出版しました。ヨブ記の最後の数章を見ると、これらの章で主はヨブとの問題を取り上げて、彼を外に連れ出して――「わたしが地の基を据えた時、あなたはどこにいたのか？」（ヨブ三八・四）と言われました。「このことやあのことについて、あなたは何を知っているのか？」。彼は神の計り知れない巨大さの中に導かれました。モルガン博士はこう述べています、神はヨブの問題にはいっさい触れず、ヨブのために彼の問題を解決しようとせず、ヨブの問いに答えようともされなかった、と。神がヨブの問題を対処された方法は、ご自身が主であることをヨブに確信させることでした。モルガン博士は述べています、ヨブが神を確信する地点に至った時、彼の問題はなくなって、消え去ったのである、と。そうではないでしょうか？主は、私たちの問いにお答えになりませんし、私たちの経験を説明して私たちの問題を直接解決することもなさいません。彼は、私たちがご自身を確信して問題がその力を失うようになる地点に、私たちを導くために働いておられます。「彼の土台は聖なる山々にある」。主はシオンのもろもろの城門を愛されます。そこに主は御心を留めておられます。


さて、アブラハムは神の友と呼ばれていることに注目してください。彼はどのようにして神の友になったのでしょう？どのようにして彼は、神がヤコブのすべての住まいにまさって愛しておられるもの――それを神は御心に留めておられます――になったのでしょう？それは彼が、試練を通して、試みを通して、御子イエス・キリストの霊を吸収したからです。それがモリヤ山の光景ではないでしょうか――イエス・キリストの霊がご自身の命、ご自身の魂を捨てたのです。そうです、アブラハムの中におられたキリストにより、試練と試みを通して、アブラハムは神の友とされたのであり、神は「わたしの友、わたしの喜び、わたしの愛する者。ヤコブのすべての住まい、これら地上のもの以上に」と言えるようになったのです。


  



  第二章 キリストの勝利の命における合一


「シオンを回り、その周囲を行き巡って、そのやぐらを数えよ。その城壁を注意深く調べ、その宮殿について考えよ。それは、あなたたちが後の世代に語り伝えるためである。なぜなら、この神こそ、永遠にわたって、私たちの神だからである。彼は私たちを死に至るまで導いてくださる。」（詩篇四八・十二～十四）


「彼は土台のある都を求めていました。その建設者と製作者は神です。」（へブル十一・十）


「なぜなら、据えられている土台のほかに、だれも他の土台を据えることはできないからです。この土台は、イエス・キリストです。」（一コリント三・十一）


「彼の土台は聖なる山々にある。主はヤコブのすべての住まいにまさって、シオンのもろもろの城門を愛される。ああ、神の都よ、栄光ある事が、あなたについて語られる。セラ。『わたしはラハブとバビロンを、わたしを知る者として挙げる。見よ、ペリシテとツロ、またエチオピヤをも。この者はそこで生まれた』と彼らは言う。しかし、シオンについては、『この者もあの者もそこで生まれた』と言われる。いと高き方ご自身が、それを堅く立てられる。主が諸々の民を記録される時、『この者はそこで生まれた』と数えられる。セラ。」（詩篇八七・一～二）


  



シオンやキリストについての黙想では、最初に土台に専念して、霊的堅固さについて述べました。この霊的堅固さは、キリストがこの地上におられた間、あらゆる逆境の下で、キリストにおいて実現されたものであり、その後、完成されて、イエス・キリストの霊の供給によって私たちにもたらされました。それはこの特別な点に関して私たちを彼ご自身のようにするためです――堅実で、不動の、頼りになる、静かな、確信に満ちた者とするためです――これは聖霊、イエス・キリストの霊の御業です。


これは安定性に関わる土台についての追加の言葉です。もし私たちが不安定なら、あまり遠くまでたどり着けないだろうことは明らかです。主が私たちを、実際にある程度、土台づけ、落ち着かせ、定着させ、安定させてくださらないかぎり、彼はご自身の家の責任を私たちに任せることはできません。彼の家は物質的な土台の上に建てられる物質的な構造物ではありません。霊的なものです。それは霊的責任、霊的務め、霊的生活、霊的交わり、神の家が表すいっさいのものであり、それを不確かな私たち、私たちの不確かな魂、揺れ動く私たち、私たちの頼りない自己の上に据えることはできません。それは、私たちの内におられる堅固なキリストに属するものの上にのみ据えることができます。


主と共に、また主のために責任を果たすために、信仰の全き確信、神へのこの信頼に至ることが、なんと重要でしょう！


死に勝利する命によって構成された家族


さて、この土台の別の面に移ることにします。というのは、この土台自体は一つですが、多様だからです。黙示録から、この土台がいかに多様かわかります。土台にはあらゆる種類の宝石が使われています。次に、土台に関して少しのあいだ考えてみたいのは、この土台は命によって構成される家族の問題であり、その命は死を征服した命である、ということです。これは漠然とした言葉であることは承知していますが、すぐに説明できます。前の章で指摘しましたが、土台のある都を求めていたアブラハムは、モリヤ山に行ってそこでイサクをささげ、彼を死者の中から返してもらわなければなりませんでした。神は、「イサクから出る者が、あなたの子孫と呼ばれる」（創世記二一・十二）と言われました。ですから、この家族は、死に対する勝利から、死に打ち勝ち、死を征服した命から発しなければならないことは、大いに明らかです。天の家族、神の家族について書かれた御言葉を読むと、常に死と復活が隣り合わせであること、非常に密接に関連していることに気づきます。この天の家族を生み出して、それをこの土台の上に構成するには、死を実際に強力に打ち負かすものがなければなりません。そして、この家族では、その構成員はみな、第一に、死に打ち勝った命を持っており、この命によって生きることを学びつつあります。そして、死が残っているこの地上に滞在している間ずっと、最後まで、死に打ち勝つこの命の力を実証するよう求められています。


それは、私たちがその中に入って経験すべきものであり、実証・確立されるべき基礎です。あなたや私がキリストにあるその命を持つことだけでなく、絶えずその価値を実証し、その力を実証し、それをキリストの復活の力として知ることが土台となります。これがまさに事の土台です。アブラハムが信じるすべての人の父であり、霊的・天的子孫の父である以上、彼は原則上土台でもあります。そして、イサクから出る者が彼の子孫と呼ばれるからには、モリヤ山上で原理的にこの家族が確保されたことは明らかです。死が脇にやられて命が勝利することによって確保されたのです。同じことがモリヤ山で、長い年月の後、ダビデについても起きました。彼は国土に死を招きました。死が国土中に蔓延して、ダビデの愚かさと罪により、右も左も何千もの人々をなぎ倒しました。ついにモリヤ山のオルナンの打ち場でいけにえがささげられ、剣は鞘に収められ、死は阻止され、命が勝利しました。そして、それが神の家、死に勝利する命を最大の特徴とする宮の土台となったのです。


私は、詩篇四八篇の最後の句「この神こそ、永遠にわたって、私たちの神だからである。彼は私たちを死に至るまで導いてくださる」が正確な訳ではないことに気づいて興味を持ちました。正確な訳は、「彼は私たちを導いて死の深淵を渡らせてくださる」です。さて、「シオンを回り」、最後は「彼は私たちを導いて死の深淵を渡らせてくださる」です。死に至るまでではなく、死を超え、死を渡らせ、死の向こう側に導いてくださるのです。


これを主イエスに照らして考えると、もちろん、彼が「わたしはわたしの父、またあなたたちの父、わたしの神、またあなたたちの神へ昇る」（ヨハネ二〇・十七）と言われたのは彼の復活の時だったことがよくわかります。それまで彼が述べてこられたこと――「あなたたちの父、またわたしの父」――は、彼の復活により、その完全な霊的意義と真価において、はじめて真実となったのです。彼らは再生されて「イエス・キリストの死人の中からの復活によって生ける希望を持つ」（一ペテロ一・三）ようにされました。これは勝利の命というこの偉大な現実を体現する家族です。そしてこれに関して、使徒は私たちにとてもなじみ深い二コリント二・十五の御言葉「私たちは神に対してキリストの香ばしいかおりなのです」を述べています。別の点には触れずに、「命から命へと至らせる香り」というこの点に移ることにします。「私たちは神に対してキリストの香ばしいかおりなのです」。つまり、私たちは、キリストに属するもの、神にとって尊く受け入れられるもの、神が喜ばれるものを、神のもとに持って行くのです。それはキリストです。それは何でしょうか？他の人々の中で命となる命の香りです。私たちは死に打ち勝つこの命の知らせと力を他の人々にもたらしているのです。それは神にとってキリストの香ばしいかおりです。これが命の力の中にある家族です。


神はこの家族の上に建造される


土台に関しては、神は何の上に建造されるのでしょう？何の上にしか建造できないのでしょう？その答えは大いに明確です。神は命の上にしか建造できません。命の上にしか家族を築けません。私が思うに、神の御言葉、神聖な真理の中で、とても尊い点の一つは、まさに次のことです。すなわち、神の土台の霊的本質はこの家族である、ということです。私たちは、多くの事柄によって、またそれらの上に、建造することを考えますが、ここで多くの混乱が生じます。私たちは真理、教理、知識、光を基準にして建造することを考えます。こうした基準を始終作ってばかりいます、そして、それらのものが誤解によって家庭的雰囲気を壊すことがよくあります。真理や光を人間関係や交わりの問題とするとき、私たちは主の民を分裂させます。無意識のうちに、ほとんど無意識のうちに、分裂的なものが生じます。優越感、尺度や認識のずれが生じます。「彼らは見ていない！」「彼らは啓示を受けていない！」という言葉を発するようになります。この言葉の口調は、彼らはある部類に属しているが、自分たちは別の部類に属している、ということを暗に意味します。これはとても巧妙なことであり、自分の光の尺度を自分の交わりの尺度にしているのです。その結果は何でしょう？そのつもりは全くなくても、その結果は分裂、隔たり、ずれです。


あなたや私、そして主のすべての民は、どうすれば希望を持って良いスタートを切れるのでしょう？今、多くのことをすべて除外して、「そんなことは無理だ」と言うこともできます。もしだれもが同じ光の尺度を持ち、同じ真理理解、同じ解釈を持たなければならないとするなら、私たちは希望を持って良いスタートを切ることはできません。そうしてもどうにもなりません。しかし、あえて言いたいのですが、もし私たちが次のような姿勢を取って、それを堅く貫いたとしたらどうでしょう――すなわち、私たちは一つの家族に属しており、一つの家族の一員であり、私たち全員の内に、一つの命、ひとりのキリストを持っている、という姿勢です――もしこの姿勢を貫くなら、私たちは長い道のりを進めるでしょう。あなたは多くの点で私に同意しないかもしれませんが（そうでないことを私は希望します）、そのせいであなたは離れ去り、私と手を切って、私と何の関係も持たないようにするでしょうか？もしそうなら、あなたは教えや教理や解釈といったものを人間関係や交わりの基礎としていることになります。もしあなたがこう言ったとしたらどうでしょう、「私は特定の事柄、きわめて多くの事柄に目をつぶることにします。しかし、私たちは一つの家族に属しています。私たちには一つの土台があります。それは、私たちは同じ家族の一員であるということです」と。こう述べるとき、それは良い出発点となり、少なくとも私たちがどれだけ一緒にやっていけるのかを見るための土台を据えることになります。土台を正しなさい、土台の何たるかを見なさい、土台はあれやこれやのことではありません。私たちは一つの命を共有しており、一つの家族の一員である、ということです。また、その名にふさわしい家族なら、少なくとも、家族であるがゆえに、一緒にやって行こうと努めるはずである、ということです。これはとても初歩的なことです。ほとんど述べる価値のないことですが、まさにここでこの命の力が試されることがわかります。これが私の言いたいことです。「私たちは一つの命を共有している」と私たちは言います。そうなのですが、それはどのような類の命なのでしょう？それは抽象的なもので、自分たちが共有しているものを永遠の命と呼んでいるだけなのでしょうか？私たちはそれに、この人生を超えて自分たちを永遠に進み続けさせてくれるもの、という定義しか与えてきませんでした。


しかし、あなたと私が共有している命には、この宇宙のあらゆる破壊的な勢力を遥かに上回る何かがあります。それらの勢力が主イエスの十字架に集中しました。破壊し、崩壊させ、分裂させ、散らそうとしていました。彼の復活において、この命はこれらすべての破壊的な勢力を遥かに上回ることが証明されました。ペンテコステの日に、その命が何を行ったのかを見ることができます。主が裏切られた夜、彼らはみな散らされました。ペンテコステの日に、彼らは共にいます。そして、救われた人々について、彼らはしっかりと交わりの中に居続けた、と述べられています。何かが起きました。破壊・崩壊させる死の勢力や霊の勢力は対処されました。彼の復活において、交わりの中にある麗しい家族が生まれたのです。この命の中にあるのは、たんなる受動的な抽象的命ではありません。その中には統合して混乱を征服する力があります。それはイエス・キリストの霊です。


ああ、彼の十字架の前に、その群れが全くばらばらになることは、なんとたやすかったことでしょう！彼らが主と疎遠になり、互いに疎遠になること、その集団や群れ全体が分かれ、分裂し、なくなることは、なんとたやすかったことでしょう！彼にとって、彼らのことを見込みのない輩として諦めて、彼らと手を切り、「彼らはどうしようもありません。彼らを何らかの形で一つにすることは到底無理です」と言うことは、なんとたやすかったことでしょう。全くそんな状況でした。しかし、彼は「世にいるご自分の者たちを愛し、極みまで愛され」（ヨハネ十三・一）ました。彼は彼らを去らせませんでした。諦めませんでした。手を切りませんでした。「彼らはどうしようもありません！」とは言いませんでした。「何某さんは容認できません、どうしようもない人です！」とは言いませんでした。彼は分裂が生じるのを許されませんでした。最後まで、ご自身の愛によって、彼らをご自身につなぎとめられたのです。


イエス・キリストの霊は、あなたと私の中にこの同じことをなすために来臨されました。それは私たちが、自分の失敗や不完全さ、そして私たちを疎外し、引き離し、分裂させるあらゆる類のことのゆえに、やすやすと互いに離れ去ることのないためです。私たちは、自分たちと同じように見ていないからといって、他の人々を去らせることはできません。啓示を受けていないからといって、主の民を去らせることはできません。私の言わんとしていることはおわかりでしょう。イエス・キリストの霊はこの家族の霊です。そして、この家族は、同じように見ている人々、ある場所に集まって、ある解釈に夢中になっている人々だけで構成されているわけではありません。ちがいます！この家族は、それよりも遥かに大きなものなのです。排他的性質を帯びているものは何であれ、聖霊ご自身の家族的精神と家族的性質を侵害するものです。もし主が私たちを、私たちの本来の姿にしたがって、御思いとみこころに関する私たちの理解の度合いや、私たちがキリストに似ている度合いにしたがって扱っておられたなら、私たちはみなどうなっていたでしょう？とてもわがままな子供や、とても学ぶのが遅い子供――そうです、大いに罪を犯している子供に対する、彼の無限の忍耐と辛抱強さに、私たちは負っています！外面的なものを交わりの基礎としないようにしようではありませんか。この家族は全くそのようなものではありません。決して「物」を関係性の土台にしないようにしようではありませんか。土台はキリストであり、憎しみと死の力を全く対処して征服したキリストであることを、認識しようではありませんか。この命があなたの中に、そして私の中にあります。それは、分裂と死という線に沿って働く悪のあらゆる働きの領域で、その力と真価を証明するためです。土台は命、命であるキリスト、死の働きに勝利されたキリストです。自然界では、死が生じた所では、すぐに分解が始まることはご存じでしょう。命がある所には、依然として希望があります――命はまとまりを保つ基礎なのです。


  



  第三章 キリストの命の不滅性


「なぜなら、据えられている土台のほかに、だれも他の土台を据えることはできないからです。この土台は、イエス・キリストです。」（一コリント三・十一）


「土台が壊されるなら、義人は何をなしえようか？」（詩篇十一・三）


  



私たちは、永遠から永遠へと私たちを導く神の壮大なみこころと御旨について、膨大な量の教えを受けてきました。また、神のそれらの御旨に関する領域の多くに通じており、少なくとも知ってはいます。しかし、私は大いに悩んできました。なぜなら、それに見合うようには思えないことがとてもたくさんあるからです。まさに、それと食い違っているように、それと矛盾しているように思われます。それと密接に接してきた私たちの間ですらです。試み、所与の環境、敵の攻撃、厳しい試練、他の勢力の猛進の下で、倒れてしまうのです。主に誉れを帰すどころか、その正反対のものがたくさんあります。長い、長い間、この教えが受け入れられてきていて、知られているはずの所ですらそうなのです。これは他の人々だけの話ではありません。私たちはみな自覚しています、私たちが知っている霊的情報のかなりの部分を依然として内側に造り込んでもらわなければならず、「自分たちはそのすべてを生き生きと体現している」とは到底言えないことを。多くの弱さが見つかりますし、自分自身の中に建て上げられるべき多くのものが見つかります。これに気づいて、とても多くの事――主が与えてくださったものに遠く及ばず、多くの場合に多くの方面でそれに大いに反する事――と関わっていくうちに、私は心の中でこう考えました、「何が間違っているのでしょう？これは、結局のところ、土台の問題ではないでしょうか？私たちは、神の御旨や真理や啓示の上部構造に気を取られるあまり、前に述べたように、少し頭でっかちになってしまったのではないでしょうか。上部構造と土台の間の関係に、何か全く正しくない点があるのではないでしょうか？」。こう私は考えました。これこそ、このメッセージに対する主の御旨だと私が感じていることです。私に関するかぎり、これが私の負担です。


そこで私たちは、自分たちの土台について述べ、キリストについて新たに熟考しました。エルサレムとシオンという象徴、予型、比喩を通してこれに迫りました、私はとても嫌な予感がしています。比喩や象徴は目前の実際的価値を曖昧にするような予感がします。そこで、私はこの枠組みから離れて、直ちに事の核心に迫り、主が求めておられるものであるとまさに感じていることを述べたいと思います。キリストご自身の中に土台があり、他の土台を据えることはだれにもできません。もしこの土台が壊されるなら、義人に何ができるでしょう？見通しに関する問いの形で述べられていますが、これは絶望の叫びです。何もできず、不可能です。あなたが何を言い、何を教え、何を与えても、全く無駄です、土台が何らかの形で壊されているならば。欄外では別の時制になっていることに注目してください。むしろ過去形で述べているのです。あなたが手を尽くしても、義人に何ができたでしょう、あなたが手を尽くしても、何になるのでしょう、もし土台が壊されているならば。全く無駄です。


ですから、ここでまた、すべてが実際に土台の上に据えられているのか、その土台は実際のところ何を意味するのかを、しっかりと確認することがとても重要です。これは、土台が持ついくつかの意義を見ることで理解できます。


キリストの堅固さ


第一章では、キリストは土台であり、堅固さの大きな要因であることを見ました。私たち全員にとって次のことは大いに明らかです。すなわち、もし私たちに真の霊的堅固さがないなら、もし私たちが堅固さと確信を持ち、霊的に頼りになる霊的にしっかりとした人々でないなら、もし私たちが一つ思いではなくて動揺している人々なら、私たちの土台、キリスト理解、キリストとの関係には何か大きな問題があるのです。どのように堅固さが彼の中に造り込まれて完成されたのかを、私たちは見ました。彼は、あらゆる嵐、逆境、試練、苦難を通られました。彼はなんとしっかりとしていたことでしょう、なんと堅固だったことでしょう、なんとゆるぎなかったことでしょう。次に、イエス・キリストの霊が、これを私たちの中に漸進的に造り込むために来臨されました。私たちは一度で最終的堅固さに達することはありませんが、この問題に関して前進していることを示す明確なしるしが確かになければなりません。以前はたやすく動揺していたけれども、今ではそれに関してたやすく動揺することはない、というしるしです。かつては特定の事で動揺させられたけれども、それらの事が私たちを動揺させることはもはやありません。それを乗り越えたのです。私たちは、今まで出会ったことのない新たな勢力や状況によって、依然として動揺するかもしれません。私たちは、根を張って土台づけられることが依然として必要な、新たな経験を通ることになります。それにもかかわらず、私たちは前進しています。かつては、初歩的な逆境に打ちのめされ、振り回されていましたが、もはや昔のようなたるんだ者ではありません。


新約聖書には、キリストにあって堅固であること、主にあって強くあること、常に豊かであること、不動であることについて、多く記されています。こうでなければ、全く乗り越えられません。私たちがその上に建てている建物はすべて崩壊することになります。私たちは永遠の御旨、永遠からの神の御心、教会、その偉大な召命と運命について何でも知っているかもしれませんが、もし下に根を張り、土台づけられ、しっかりした、堅固な、不動の者でないなら、つまり、土台である御方、揺るぎない岩である御方と一つでなく、この御方と調和しておらず、岩の土台である御方から岩のような性格を受け継いでいないなら、すべてはトランプの束のように崩れてしまうでしょう。


これは召命であり課題である一方で、これを励みにもしようではありませんか。なぜなら、私たちは多くの不可思議で説明のつかない逆境や苦難、神の側からも説明のつかないことの中を通らされることになるからです。それらの中に神を見ることはできませんし、なぜ神がそれを許されたのか、どのようにそれが神と一致しているのかもわかりません。ああ、そうです、次のように述べることは間違ったことではなく、多くの人の経験上正しいです――神の道は不思議であり、全く究め難いのです。私たちは、まさに自分の土台、自分の信仰を揺るがせて、恐るべき疑問にとらわれて行き詰まりかねないことを通ることになります。今、主は私たちをその道に導かれます。堅固さの歴史は、一本の木の歴史のようです。その木は植えられた後、打ち続く嵐のたびに、一時的に根は少し緩み、状態は少し危うくなりますが、そのような嵐の影響の結果、より深く根を下ろすことになります。最大の暴風にも揺るがない丈夫な木は、さらにしっかりと深く根を張らせる多くの揺り動かしの総合的結果にほかなりません。これが私たちに対する主の道です。そうです、私たちの中には、ひどく揺さぶられて、きわめて深刻な問いを投げかけたり、きわめて深刻に「なぜ？」と疑問に思ったりしない人はだれもいません。しかし、これが確立される道なのです。ですから、結局のところすべてが疑わしく思われる時を通っているときでも、落胆してはなりません。ただ思い出してください。そのような時こそ、キリストの霊が、キリストの強力な岩のようなあの堅固さを、あなたの生活のまさに土台として、よりよく表されるための機会なのです。


勝利の命の統合する力


次に、私たちは土台の統合する性質に、死に勝利する命の力によって統合する性質に進みました。ここでも私は追加の言葉を述べることにします。なぜなら、多くの啓示や多くの光・真理との不一致がこの方面でよく見られるからです。私の時間の大半は、より多くの光を得た人々が他のクリスチャンたちに関して引き起こした混乱を解決することに費やされています。彼らは、からだに関する光、からだ・教会・キリストの一体性に関する真理をすべて持っているのに、至る所で自分と他のクリスチャンたちとの間に混乱を引き起こしています。それが統合する要因とならずに、分裂させる要因となっています。この真理は分裂させてはならないのに分裂させています。もし私たちが真に正しくキリストを理解しているなら、私たちの心の中には、すべての聖徒に対する神聖な愛がもっとずっと多くあったはずです。その愛は、私たちの特定の見解、私たちの特定の啓示の尺度、私たちが支持するものを受け入れる人々だけに対するものではありません。これはきわめて有害なことです。「もしオノ・オークに行ったことがないなら、あなたは何も知らない！」と言う人々を私は至る所で見かけるようになりました。これが他の人々にどんな影響を及ぼすのかを見てください。それは分裂的であり、真理の誤った理解、誤った適用です。私たちはすべての信者の合一のためにここに堅く立ちます、たとえ彼らがキリストについてかけ離れた理解を持っていたとしてもです。もし彼らがキリストにあるなら、私たちは彼らと一つです。もし彼らがキリストにあるなら、彼らは私たちと一つです。この上に私たちは建造します。このキリストの上に建造します。土台は家族関係です。御父、御子、子供たちです。土台に正しく合わせてください。


キリストと正しい関係にあるものは勝利して生き残る


さて、もう一言述べることにします。それは次のことです。すなわち、これらの土台は、もしくは、この土台――キリスト――と正しい関係にあるものは、勝利して生き残るのです。型・絵図であるエルサレムを見ると、それはとても良い例であり絵図です。ああ、この都にはなんという歴史があることでしょう。包囲され、攻撃され、蹂躙・破壊されてきましたが、それにもかかわらず、なんと粘り強く生き残っていることでしょう！何度も何度も復興します。それは依然として世界的要因であり、すべての諸国民が考慮せざるをえない要因です。何回、エルサレムが倒され、包囲され、破壊され、占領され、所有されてきたのかを、考えてみてください。その長い興亡の歴史を考えてください。今日、エルサレムはかつてと同じように世界情勢に大きな影響を与えています。依然として台頭しています。今は、私は預言の領域に降りるつもりはありません。地的水準に降りるつもりはありません。それについてあまりにも多くのことが述べられています。神がそれをこの地上に置かれたのはただ、私たちに他の何かを指し示すためです。エルサレムの歴史は、次のことを述べる神の方法です。すなわち、キリストに基づいて設立された彼の教会は、生き残るのです、勝利のうちに生き残るのです。そして、すべての紛争、すべての攻撃、すべての包囲、すべての壊滅的に見える状況の後でも、それは何度も何度も勃興して、最後には、この宇宙で考慮されるべき最高の要因として存在するようになるのです。


イザヤとエゼキエルの預言書を見ると、エルサレムは荒廃しています。エルサレムは荒れ果てています。ネヘミヤ記とエズラ記では、それはこの状況にあります。荒れ果て、荒廃し、その土地の人々は追放されています。これがエルサレムの有様であり、シオンの有様であり、イスラエルの有様です。エルサレムとシオンという言葉は、多くの場合、場所ではなく民に対して使われていることを、常に覚えておいてください。シオンの娘、エルサレムの娘は、イスラエルにほかなりません。イザヤ書とエゼキエル書を見ると、この都の光景はまるで何も起きなかったかのようであり、消え失せなかったかのようです。「彼は私を非常に高い山の上に下ろされた。その山の上に、町のような構造物があった」（エゼキエル四〇・二）。イザヤは後の預言で、エルサレム、シオンが栄光のうちに生き残ることについて、多く述べています。ああ、彼らはそれを手放しません、諦めません。これは彼らにとっては依然として無傷のままです。彼らは知っていました、信じていました、これは神が興し、神が制定し、神が構成したものであり、「すべて神が行われることは永遠である」（伝道の書三・十四）ことを。何が起きても、それは生き残ります、勝利のうちに生き残ります。ああ、さて、「土台が壊されるなら、義人は何をなしえようか？」。私たちの土台は、主イエスの不滅の、永遠の堅固さです。主イエスが最終的に敗れるかどうかに、すべてがかかっています。主イエスは、結局のところ、退場されるのでしょうか？神の御旨は敗れるのでしょうか？これに対する私たちの答えが、私たち自身の内なる諸々の問いに対する答えです。


主イエスの意義は何でしょう？彼は私たちを離れては何の意義もありません。イエス・キリストの存在はまさに、ご自身の教会の存在と関わっており、暗示しているのです。彼は私たちから離れては存在できません。受肉の意義、彼の地上生活の意義、彼の十字架の意義、彼の復活・昇天・高揚の意義は、すべて彼の教会です。彼の教会に照らして見るときはじめて、彼は正当化され、その意義を理解することができます。「この岩の上にわたしはわたしの教会を建てる。ハデスの門もそれに勝つことはない」（マタイ十六・十八）。ハデスの門が勝つことはないのです！それは永遠の都であることがわかります。それは、時間の外側に、起こりうるすべてのことの外側にある、永遠の土台の上にあるからです。


真に土台と一致しているなら、私たちは生き残ります。真にキリストに根差しているなら、私たちは生き残りますし、最後に彼と共に立っているでしょう。それを妨げようとした他のものがみな倒れ、滅ぼされた時、その瓦礫の中から私たちは立ち上がって、彼と共に立つのです。


勝利のうちに生き残るという私たちの確信を罪は弱める


私は、この確信を弱めるものを知っています。それを述べなければ、とても大事な点を見落とすことになります。生き残って、いずれあるいは最後には無事に切り抜ける、という私たちの確信を弱めるものは、自分自身の罪、自分自身の罪深さ、クリスチャンである自分自身の失敗に対する感覚や自覚です。そうです、私たちはクリスチャンなのに罪を犯します。それを他の名で呼ぶことはできません。私たちは罪を犯します。これを分析するなら、直ちにこれを証明できるでしょう。「すべて信仰からではないものは、罪です」（ローマ十四・二三）。いつであれ、神に関して少しでも疑問を持つなら、それは罪です。それはすべての根幹に達します。ほんのわずかな高ぶり、霊的高ぶりでさえ、罪です。「すべて心に高ぶる者は主にとって忌むべきものである」（箴言十六・五）。「高ぶる者を、彼は遠くから知っておられます」（詩篇一三八・六）。私はこの罪の問題について分析するつもりはありません。私たちは罪を犯します、酷い仕方で罪を犯します。失敗し、倒れ、間違いを犯し、弱さを見せます。そして、神の霊がそれを打たれたこと、聖霊が自分の生活の中でそれを責めておられることを、私たちは心の中で自覚します。自分がどれほど失敗しているのかを自覚します。そしてそれが、自分たちは捨てられることはない、脇にやられることはない、主は私たちを見捨てることはない、という私たちの確信を往々にして損なうものなのです。敵は、私たちの失敗を根拠にして、この確信を損なおうとします。自分たちは勝利して無事に切り抜けるという私たちの確信を弱めようとします。


結局のところ、私があなたたちに総じて言えるのは、シオンに戻れ、エルサレムに戻れ、ダビデに戻れ、ということです。ああ、なんと恐ろしいことでしょう！ダビデについて考えてみてください。彼は殺人者であり、彼の両手は人の血で染まっていました。その人の妻を得るためです。その他にも、モリヤ山で頂点に達したあの恐ろしい出来事に至るまで、彼のわがままのせいでイスラエルで数千の命が失われました。エルサレムの歴史を振り返って、預言者たちがエルサレムについて、その不義について述べていることを見、ダビデに対する神のあわれみについて考えてみてください。「ダビデに対する確かなあわれみ」（イザヤ五五・三）。なんという句でしょう！ダビデに対する、エルサレムに対する、シオンに対する、神のあわれみ、神の恵みです！神は私たちと手を切られたわけでも、私たちを見捨てられたわけでもありません。それは生き残ります。私たちが善良で、堕落することも罪を犯すことも決してないからではありません（これは私たちの罪の言い訳にはなりません）。神の無限のあわれみと恵みによって、私たちは生き残るのです。私たちは、イエス・キリストにある神の恵みの上に土台づけられています。彼が土台であり、神が私たちに要求されるあらゆる完全さについて、神に応じてくださいます。これこそが、私たちが勝利して生き残る道です。キリストこそが、堅固な岩なのです。


  



  第四章 キリストの尊さ


「私に与えられた神の恵みにしたがって、私は賢い建築家のように土台を据えました。そして他の人がその上に建てます。しかし、どのようにその上に建てるか、各自は注意しなさい。なぜなら、据えられている土台のほかに、だれも他の土台を据えることはできないからです。この土台は、イエス・キリストです。ところが、その土台の上に、人が金、銀、宝石、木、草、刈り株をもって建てるなら、それぞれの働きはあらわになります。なぜなら、かの日がそれを明らかにするからです。すなわち、それは火によって現され、その火自身が、それぞれの働きがどんなものであるかを証明するのです。もし、その土台の上に建てた人の働きが残るなら、彼は褒賞を受けます。もし、その働きが焼き尽くされるなら、彼は損失を被ります。しかし彼自身は、火をくぐってきたようにではあっても救われます。あなたたちは神の宮であって、神の霊があなたたちの中に宿っておられることを、知らないのですか？もし人が神のその宮を破壊するなら、神は彼を破壊されます。なぜなら、神のその宮は聖であり、それはあなたたちであるからです。」（一コリント三・十～十七）


「なぜなら、聖書にこう書かれているからです。『見よ、わたしはシオンに、選ばれた尊い隅の石を据える。彼に信頼する者は、決して辱められることがない』。こういうわけで、信じるあなたたちには尊いものですが、信じない者には、『家を建てる者たちの捨てた石、これが隅のかしらになった』とあります。」（一ペテロ二・六～七）


「都の城壁の土台は、あらゆる宝石で飾られていた。第一の土台は碧玉、第二はサファイヤ、第三は玉髄、第四はエメラルドであった。」（黙示録二一・十九）


  



最初に、土台であるキリストの問題に戻って、矯正的な言葉を述べることにします。私たちは、何のためにここにいるのか、何を求めているのかについて、大いにはっきりしていなければなりませんし、大いに確信していなければなりません。主に属する事柄の啓示が大きくなるにつれて、大きな祝福と豊かさが私たちに臨むかもしれません。これらの事柄はとても素晴らしく、とても豊かで、大いに示唆に富んでいるため、私たちは大きな感銘を受けるかもしれません。その結果、私たちは、自分たちが認識し、知るようになったこれらの事柄について、自分たちに示されたもしくは自分たちに啓示されたと言えるような事柄について、大いに話しだすようになるかもしれません。徐々に私たちは真理・光・啓示を特定の用語、特定の言い回しや特定の文脈で述べるようになり、ある種の教え、ある種の教えの形式、ある種の言い回しやある種の言葉で表現された教えを持つ人になります。そして、それを自分たちが得た場所と関連づけずにはいられなくなります。何が起きているかわかるでしょうか？何かが形成されつつあります、そしてそれには多くの危険、多くの危機が伴っており、遅かれ早かれ、それが良い方向よりは悪い方向に向かっていることに気づくことになります。前に述べたように、それはとてもたやすく分裂的なものになり、隔てるものになり、この光とこの知識とこの種の教えを持つ人々とそれを持たない人々との間に一線を画すものになるおそれがあります。これがまさに事の成り行きです。


さて、これを述べないわけにはいきません。今日ここにいる私たちは、この問題を直視し、十分に向き合って、この問題についてはっきりさせなければなりません。なぜ私たちはここにいるのでしょう？なぜ私たちはクリスチャンとしてこの地上にいるのでしょう？何を私たちは求めているのでしょう？私たちの務めは何でしょう？キリスト教は終始一貫して何なのでしょう？なぜなら、光と啓示のかけらはみな、ごく初期の始まりから、拡大・増大のあらゆる段階を経て、最後にはどれほど満ち満ちたものになったとしても、一つのこと、ただ一つのことと関係しているからです。もしそれが真理、知識、光、教えを理解した結果でなければ、私たちは偽りの建物を建てていることになります。そして、すべてはまたもや、偽り、人為、虚構の領域のものとなってしまいます。何のために私たちはここにいるのでしょう、何を私たちは求めているのでしょう？


クリスチャンの目的は地上でキリストを示すことである


私の見るところ、このような問いに対する神の御言葉の答えはただ一つです。それはイエス・キリストを示すこと、表すことです。主イエスを見えるようにすること、表すこと、実際に地上におられるようにすることです。それは、すべての人が彼を見ることができるようになり、すべての人が彼を知ることができるようになるためです。あなたたちはこう言うかもしれません、「そんなことは全く期待外れです。私たちはそれよりももっとましなことを期待していたのです」と。ちがいます、これはそうなのです。私が間違っていなければ、あなたたちがクリスチャンとして長く進めば進むほど、年を取れば取るほど、知れば知るほど、ますますあなたたちは、主イエスを知る非常に現実的な知識に至らず、彼を表現する結果にならない、あらゆる種類の教えやあらゆる量の教えを恐れるようになります。つまり、教えだけでは満足できない、とますます感じるようになるのです。深刻な必要と激化する困難、高まる圧力、こらしめのゆえに、あなたたちは絶えず、ますますこう感じるようになります、「ああ、しかし、これは結局のところ何なのでしょう、これは私たちをどこに導くのでしょう、これは人生にどんな価値があるのでしょう？」。私たちはよく知っています、そうではないでしょうか、主ご自身だけが私たちの必要に応じることができ、私たちに降りかかるすべてのものに真に立ち向かえることを。主ご自身だけです。私たちはこれに絶えず立ち返らなければなりません。ああ、そうです、大事なのは、自分たちの教えや自分たちの真理の尺度・程度・種類・形式・性質ではありませんし、自分たちの話し方、自分たちの解釈、自分たちの言葉でもありません。そうではありません。それらすべてに見合う主イエスの臨在と顕現が大事なのです。この二つは均等にバランスを保っているでしょうか？それとも、考えや思想、偉大な知的観念は、それ自体としてはとても素晴らしいものであり、熟考するたびにその素晴らしさがよくわかるのですが、それでも、主は日々真に現されてはおらず、主を真に知る知識からもかけ離れているのではないでしょうか？自分は他の人々よりも多くの光と啓示を持っていると考えている人々は、本当に他の人々よりも主イエスを相応に多く現わしているでしょうか？それが問題です。何事もそれが決定的な点であり、要因なのです。


もしあなたや私が、より多くの光と啓示を持っている、と主張するなら――そのような主張をすることを神は断じてお許しになりません！――しかし、もしそう考えているなら、その証拠・真価は――人々は私たちの中に他の人々よりもキリストを多く見ているのか？ということです。なぜなら、神は決して御子を超えて進もうとはされませんし、理論や教えや教理やいわゆる啓示に向かって進もうともされないからです。ただ、生ける御子が表されている領域内にとどまられるのです。私の言わんとしていることがわかるでしょうか？これはとても単純で、とても基礎的です。大事なのは、主イエスの顕現、目に見える認識可能な臨在です――彼の臨在を人が好むかどうかは別問題です。彼の臨在は多くの反感や敵意を引き起こすかもしれませんし、あるいは、多くの人の心の求めに応えるかもしれません。その効果は、いずれにせよ、彼の臨在の結果であり、彼が認識された結果です。それは、私たちがどれだけ主イエスを現わしているのか、ということにほかなりません。私たちが教え、集会し、会合した後で、どれだけ私たちは主イエスを現わしているでしょうか、どれだけ彼が私たちの中に見いだされるでしょうか？これが万事の価値を決定する要因です。ですから、証しのしるしは私たちが「証し」と称しているものではありません。このいわゆる「証し」は、多くの人にとって、ある種の教えの形式や範囲を意味するものとなっています。いいえ、証しのしるしは生き生きと現わされたキリストご自身です。これが、始めるにあたっての矯正の言葉です。


私たちはこれにより再びこれらの土台（複数形）に導かれます、あるいは多くの面を持つこの土台（単数形）に導かれます。黙示録に記されている土台（複数形）には多くの面がありますが、土台（単数形）は一つであり、それは多くの面を持つキリストです。黙示録では、あらゆる種類の宝石が使われています。ペテロは、「こういうわけで、信じるあなたたちには尊いものです」（一ペテロ二・七）と述べています。ですから、その上に据えられるすべてのもの、その上に建造されるすべてのもの、その上に安置されるすべてのものに、その性質と性格を与えるこの土台は、主イエスの多面的な尊さなのです。


御父に対するキリストの尊さ


さて、この尊さとは、第一に、御父にとっての尊さです。「見よ、わたし（つまり神の語りかけです）はシオンに、選ばれた尊い隅の石を据える」（一ペテロ二・六）。神に対するキリストの尊さを調べるなら、当然、次のような明確な結論に達するはずです。すなわち、神にとって尊いものとは、神ご自身の性質に応えるものであり、それなしでは神はことをなせないものであり、神にとって持たないわけにはいかないものなのです。それが尊いのは、それは神にとってなくてはならないものだからです。神にとってなくてはならないものが何かを見るなら、それは神ご自身の性質の構成要素であることがわかるはずです。それに対して、神が憎んでおられるもの、捨て去られるもの、ごみとして拒絶されるものを見れば、神にとって何が尊いのかがわかるはずです。すでに述べましたが、高ぶりは神にとって忌むべきものであり、捨て去られるべきものです。では、神にとって尊いものは何かというと、それは柔和さであり、謙虚さです。ペテロは「柔和で穏やかな霊という朽ちない衣服（飾り、欽定訳）（中略）は神の目に大きな価値のあるものです」（一ペテロ三・四）と述べています。尊いものなのです。柔和さはキリストの美徳であり、高ぶりとは対照的です。このように私たちは進み続けるべきですが、これらの宝石を一つ一つ取り上げるつもりはありません。


キリストの尊さは信仰を通して私たちのものになる


私たちは「尊さ」という言葉を取り上げて、これに基づいて、神ご自身の性質とその神聖な聖なる要求をすべて満たすキリストは信仰を通して私たちのものとなる、と述べているのです。「信じるあなたたちには尊いものです」。この尊さとは、主イエスの麗しさと栄光の現れです。ああ、これはある種の主題に関する話である、と思わないでください。これは集会や、大会や、御言葉の学びの時のためではないことを、どうか理解するよう努めてください！これは、明日も明後日も、家で日々の家族生活を送っている時も、職場、路上、旅先にいる時も、私たちに伴っているべきものなのです。毎日、主イエスの麗しさと卓越性の現れがなければならないのです。問題は私たちが説いていることや、私たちが宣教者であることではありません。教えや私たちの集会の背景に、他者との日々の働きの中に――たとえそれが何か人々にはわからなくても――キリストを見ることができるか、キリストが感じられるか、ということなのです。私たちの神なる主の麗しさ、キリストについて告げるものを私たちは帯びているか、ということなのです。私たちが神の御思いや願いについて説いても、人々が私たちのことを論争的で厄介な気難しい不平家云々と思うなら、意味がありません。キリスト、キリストの麗しさ、御父に対するキリストの尊さこそが土台であり、この土台の上に置かれるものはみなそれにふさわしくなければなりません。さもなければ、それは火にくべられて、何も残らないでしょう。


キリストの栄光を見るのです。何ものにもまして主イエスを現わしたいという熱い志を私たちの中に生み出してくださるよう、主に求めましょう。偉大な真理を説くこと、説教者や教師などになることではなく、主イエスを、彼ご自身から出ているものを、彼ご自身の臨在を、彼ご自身の尺度を、彼ご自身の性質を現わすことを求めましょう。宣べ伝えの機会が訪れるのは――そもそも私たちに宣べ伝える気があればの話ですが――私たちが話せるからではなく、主の何かを持っているからなのです。神の家の上層階に住みすぎないようにしましょう。神の家は一つであり、地下室もあれば台所もあります。私たちは最上階ばかりに住んでいたくはありません。天的、霊的、抽象的になりすぎるあまり、真理において高遠になりすぎるあまり、台所の実際的な事柄をおろそかにしないようにしたいものです。あなたがある家に入り、上の階に連れて行かれ、とても華やかで素晴らしく飾られた上の階を見せられたとしましょう。その後、何とか台所に降りて行くと、とてもひどく汚れていて散らかっています。上の階で見たものとは全く異なっています。あなたは何と言うでしょう。これは何かが間違っている、齟齬がある、と言うでしょう。霊的生活には台所の面があります。実際的、日常的、単調な事柄があります。そこで主を現わさなければなりません。まさにキリストにあって天上にあるときと同じくらいです。彼処にばかり住まないようにしましょう。私たちはこの地上に住まなければなりません。これが神の御言葉が述べていることです。これがパウロがそのエペソ書で述べたことです。彼はこの書の半分で天上について記し、次に、章に分けずにそのまま手紙を書き続けました。「あなたたちにお願いします。あなたたちが召された召しにふさわしく歩きなさい」。次に、夫、妻、子供、親、主人、女主人、奴隷について記しました――これは天の栄光を携えて台所に降りて来ることです。これは非常に重要な側面です。尊さがこの地上に現わされなければなりません。「天でなされるように、地にもなされますように」（マタイ六・十）。高尚な事柄に専念するあまり、自分たちのような「霊的」（？）な人々が火をつけたり皿を洗ったり部屋を掃除したりすることは自分の尊厳に反する、と思ってはなりません。それは自分の仕事ではない――自分はそれよりも霊的である！と私たちは思うかもしれません。集会には来るけれども自分の家をおろそかにして、それは別の領域だと考えている人々ほど、主を不愉快にさせるものはありません。ちがいます、自分の家はこの領域のことなのです。あなたが知りうる最高のものはキリストの顕現であり、これがより多く試されるのは、おそらく、列に並んだりするような単調な日常の平凡な事柄においてです。そうです、しかし、キリストはそれでもそこにおられます。二つの世界があるわけではなく、同じ世界です。ああ、これを許してください、もし許す必要があるのなら、その単純さを許してください。私たちはすべてを高い水準に引き上げる必要があります。私が言わんとしているのは、主イエスの実際的な現れ・表現・顕現から切り離された、高尚な考えや偉大な真理観念を持つ人々になってはいけないということです。キリストの臨在を表しましょう。それこそが、私たちが持っているものの価値を証明するものなのです。


「信じるあなたたちには尊いものです」。キリストに言えることがすべてここに記されています。このようにヨハネの福音書をもう一度読んでみてください。自分はこれである、と彼が述べておられることがすべて記されています。「わたしは命のパンである」（ヨハネ六・三五）。「わたしは世の光である」（ヨハネ八・十二）。「わたしは良い羊飼いである」（ヨハネ十・十四）。「わたしはまことのぶどうの木である」（ヨハネ十五・一）。「わたしは復活であり命である」（ヨハネ十一・二五）。ここで偉大な「わたしはある（I AM）」方が、ご自身が何であるのかを述べておられます。次に、彼がそれと「～する（shall）」を頻繁に結び付けておられることに気づきます。ヨハネの福音書の「わたしはある」の「～する」はとても印象的です――常にこのとおりの言葉が使われているわけではありませんが、文脈から同じ結論が得られます。しかし、以下はこの「～する（shall）」の例のいくつかです。「わたしは命のパンである」「このパンを食べる者は永遠に生きる」（ヨハネ六・五八）。「わたしは世の光である。わたしに従う者は暗闇の中を歩くことがない」（ヨハネ八・十二）。彼が何であられるのかと私たちとを結ぶものは、「わたしを信じる者は」です。「わたしはある」方の何たるかが、その人にも言えるようになります。「わたしを信じる者は決して死ぬことがない」（ヨハネ十一・二六）。「……飢えることがない」（ヨハネ六・三五）。羊飼いのいない羊のようにさまよわずに、生活の中で羊飼いのように現実を支配・制御します。「暗闇の中を歩くことがなく、命の光を持つ」。「わたしはある」方の何たるかが実際化します。「わたしは復活であり、命である。わたしを信じる者は、たとえ死んでも生きる。生きていてわたしを信じる者はだれでも、決して死ぬことがない」。「わたしはある」方の何たるかが、信じる時に有効化されるのです。


今、私たちがどうなのかは関係ありません。私は死んでいますが、彼は生きておられます。私は全く死んでいるしかありませんが、命である彼は、私が信じさえするなら、私の死において、私の中で命となることができます。私は飢えています、霊的に飢えています。彼はパンであり、私は飢える必要はありません。自分自身においては絶えず飢えていても、彼はパンとなって私を供給してくださいます。これを考えてみてください！私は決して飢える必要はありません、私はへんぴな田舎で孤立しており、交わりもなく、食べ物もありません。私は霊的なパンのない離れた場所にいますが、彼は「わたしを食べる者は決して飢えることがない」と言われます。これは私がいる場所に左右されるのでしょうか、私の状況や環境が霊的な糧を得られるものかどうかに左右されるのでしょうか？いいえ、大事なのは彼ご自身であって、場所ではありません。しかし、どのようにしてそうなるのでしょう？――「信じる者は」とあります。「主よ、私は飢えています。私があなたを食べるなら、私は飢える必要はない、とあなたは言われました。今、私はあなたの御言葉を受け入れます、あなたご自身でもって私を養ってください」。大いに実践してください。私は主を試みるよう示唆しているわけではありませんが、これを試してみてください。この尊さと関係していることがわかります。私は聖ではありません、それ以外のものには決してなれません。しかし、彼は聖であり、義と聖さの問題で神を満足させてくださるのです。


ペテロの言葉は、あらゆる点（それが何であれ、私たちに欠けているので彼にその欠け目をご自身でもって満たしていただく必要があるもの）を網羅しています、「わたしはシオンに、選ばれた尊い隅のかしら石を据える。彼を信じる者は辱められることがない」。自分自身を見てください、もし放っておかれたら、どんな結末になるでしょう？間違いなく――私たちにはその結末がわかります――恥と失敗です。もし放っておかれたら、結末はそうなります。奇妙なことに、ペテロは旧約聖書からこの節を誤って引用しています。彼がここで引用している旧約聖書の御言葉は、「信じる者はあわてることがない」（イザヤ二八・十六）です。しかし、これは誤引用なのでしょうか？あなたはあわてているでしょうか？なぜあなたはそんなにもあわてて、状況を救おうとしているのでしょうか、何とかしようとしているのでしょうか？どうしてあなたは、「何とかしなければなりません。何とかしなければ、これは全く悲惨なことになります」と気をもんでいるのでしょう。ペテロは、聖霊の下で、これにまさに触れて、「辱められることがない」と述べています。あなたは興奮して、あわててあちこち駆け回り、状況を救おうとする必要はありません。「彼を信じる者は辱められることがない」。信じるあなたには尊いものであり、信じるなら辱められることはありません。キリストが何であられるのかと信仰とのつながりがわかります。


キリスト教は魂の命の事柄ではない


次に、土台であるキリストについてのパウロの言葉のこの文脈の中で、彼は、その土台の上に多くのくずや、多くの混ぜ物をもって建造している人々がいる、と述べています。調べてみるなら、そのくずが何なのかを見いだすためにあまり遠くを見るまでもありません。「金、銀、宝石、木、草、刈り株」というこの様々な材料でパウロが何を言わんとしているのかに関して、列挙するまでもありません。彼の手紙とその前後の文脈を見さえすれば、すぐに彼が何を言っているのかがわかります。あなたたちコリント人は、自分自身の魂の命からキリスト教を建て上げようとしています。「さて、天然の（魂の）人は……」。これはコリント人への彼の言葉です。コリント人への第一の手紙を見ると、なんと多くの魂主義があることでしょう。言葉の知恵、この世の知恵、好き嫌い、好み、偏見、反感、嫉妬といったことです。それはこの土台の上では役に立ちません。自分自身の魂の命をキリストとの関係の中に持ち込まないでください。それは不相応で、切り抜けられず、煙になって消え失せます。あなたは自分のキリスト教を自分の感覚の事柄にしようというのでしょうか？あなたは多くの様々な事柄からなる複合的なキリスト教を持つことになります。全く首尾一貫しておらず、全くのパッチワークです。パッチワークのクッションやキルトなど、とても巧みなものもあります。素晴らしいものであり、とても巧みです。しかし、デザイン性はなく、首尾一貫しておらず、日の下のあらゆる色を帯びています。これは感覚領域における魂の命です。今日はある感覚を感じ、明日は別の感覚を感じます。自分の魂の中で気分的に浮き沈みします。首尾一貫しているものは何もありません。あなたはそれをキリストの上に置くつもりでしょうか？それはキリストと全く相容れません。知性の領域におけるあなたの魂の命では、ありとあらゆる矛盾する推論や議論がなされており、物事に決着をつけて知的結論に至ろうとする試みがなされていますが、うまくいきません。ある事柄に関して非常に良い論理的結論に達したと思ったとしても、何かがやってきてすべてをひっくり返してしまいます。ロバート・ブラウニングはある不信心者について述べています。その不信心者は、「神などいない」と納得できる理論を見事に構築したのですが、その後、「日没がそれをすっかりひっくり返してしまった」と述べました。そのような道では決して切り抜けられません。あなたの魂は、知的活動や葛藤の領域では、決してキリストと一致することはありません。また、私たち自身の魂の意思、実行力については、自分はとても強い、二度とあのようにひっかかりはしない、二度と同じ轍は踏まない！と感じるかもしれません。しかし、まもなくそのような失敗に陥ることになるのです。ああ、私たちの魂はなんと私たちを辱めることか！自分の感覚、意志、考えが不安定なせいで、私たちはなんと辱められてきたことでしょう。辱められてきたのです！辱められてきたのです！辱められてきたのです！私たちの魂は絶えず私たちを馬鹿にします。「彼を信じる者は辱められることがない」。この魂の命の働きを決してキリストの上に置いてはならない、とパウロは述べています。それは両立しません。問題はあなたがどうであるかではなく、キリストがどうであられるかなのです。


見て理解して知的に解決できない時、何も感じず、全く何の感覚もない時、あるいはとても悪い感覚がする時――それは一つの領域の事であり、あなたがどうであるかにすぎません。キリストはそうではありません。そのような時、私たちは、「主よ、これは私の弱さであり、私はこんな有様ですが、あなたはそうではありません。私は自分の信仰を自分自身から、これらの事柄から、あなたに移します」と言わなければなりません。キリストは土台であり、私たちがこの土台の上に建てるものもみなキリストご自身でなければなりません。彼は土台であるだけでなく、建物全体の各部でもあるのです。


私は述べたいことを示唆したにすぎません。私たちがたんなる教えや真理にではなく、主イエスにもっともっと夢中になるよう、真に願います。私たちを解放して助けるために臨むすべての啓示のゆえに感謝しますが、啓示自体に価値があると見なして、それを宣伝の手段としないようにしましょう。そうです、大事なのは啓示を通してやって来て、私たちにとってますます重要になられる、主ご自身なのです。もしすべてのものの中に主を見られないなら、何かが間違っています。主でないものは失敗することになります。ですから、この真理やあの真理について、からだ、教会、あれこれのことについてではなく、主について話すようにしましょう。イエス・キリストご自身の他に教会はありません。イエス・キリストご自身の他にからだはありません。彼ご自身の他には何もありません。彼はすべてのすべてです。「信じるあなたたちには尊いものです」。何らかの事柄、キリスト教や教会、運動、何であれ真理・教理・教え・解釈等のみから成るものを建て上げるのではなく、栄光の望みである私たちの内におられるキリストを真に建て上げるよう、心がけようではありませんか。


  



  第五章 神聖な開始における栄光


「ああ、神の都よ、栄光ある事が、あなたについて語られる」（詩篇八七・三）。


「あなたたちはシオンの山に、生ける神の都に来ているのです」（ヘブル十二・二二）。


「神に、教会の中で、またキリストイエスの中で、栄光がすべての世代に至るまで、永遠にわたってありますように」（エペソ三・二一）。


  



私たちは、これまでのメッセージの中で、シオンを巡り歩いて、この天的・霊的子孫――キリストとその民――の面をいくつか考えてきました。


今、「栄光」という一つの言葉に集約されるもの、すなわち、キリストと彼ご自身の民に移ることにします。さて、この「栄光」という言葉を念頭に置いて新約聖書をざっと調べてみるなら――コンコーダンスでこの言葉の下にある列を一瞥するだけで――ものすごい感銘を受けるでしょう。栄光というこの概念、栄光というこの事柄が、すべてを支配しているように思われる、という感銘です。


栄光がすべてを支配する


主イエスのこの地上生涯に関する福音書を読むと、その生涯の支配的基調・動機は神の栄光だったこと、その栄光は彼ご自身において現わされ、その弟子たち、その従者たち、その教会に受け継がれたことに感銘を受けるでしょう。新約聖書や福音書に親しんでいる人なら、聖句や御言葉がすぐに思い浮かぶでしょう。「私たちは神の栄光を見た。それは、父からのひとり子としての栄光であって、恵みと真理に満ちていた」（ヨハネ一・十四）。これは包括的な記述です。というのは、主イエスが天に行かれて地上での生涯がすべて終わってから何年も後に書いたヨハネは、数々の出来事を要約していたにちがいないからです。おそらく、ヨハネは主イエスの変容という特定の時のことを思い出していたのでしょう。ヨハネとペテロは二人とも主イエスの変容の目撃者であり、当時主イエスの栄光を見たと述べました。ですが、ヨハネは主イエスの数々の御業を、ガリラヤのカナにおける主イエスのしるし――そこで彼はご自身の栄光を現わされました――の始まりから網羅しました（ヨハネ二・十一）。彼の御業、行動、彼が行ったことや行わなかったこと、彼が動いたことや動かなかったことを、すべて網羅しました。こうしてヨハネは、主イエスの生涯におけるすべての動機は神の栄光であり、それが彼ご自身において現わされたことを示したのです。


これについて考えてみてください。「栄光」「栄光を帰す」「栄光を受ける」という言葉を思い出してください。彼がこの地上におられた時との関連で、これらの言葉がなんと頻繁に出て来ることでしょう。十字架は栄光を伴うようには到底思われませんが、十字架とそれによって成就された御業の根底にある最も重要なものは栄光なのです。一方において、神に栄光を帰せないものをすべて取り除きます。人、人種、古いアダム、人の習わしを取り除きます。罪とその結果をすべて取り除きます。贖いの強力な御業は、神の栄光には決してなりえず決して栄光を受けえないものを、栄光に全く反する立場を、すべて排除します。他方において、復活の勝利にあって、栄光のための立場を与えます。栄光が十字架の御業を支配しているのです。


そしてまた、それは使徒行伝と共に始まる第二区分で使徒たち全員が抱いている支配的考えです。栄光の霊が使徒行伝の二章で登場します。栄光を受けた方の御霊が、栄光の中で来臨されます。教会は栄光で満たされました。教会は栄光の中にもたらされました。キリストが栄光を受けられたからです。そして、これが教会と宣べ伝えの基調、勝利の基調でした。人々が十字架につけたこの御方に、神は栄光をお与えになりました。使徒たちの手紙に記されているすべての教え、すべての勧め、すべての警告、すべての慰めの務めは、栄光というこの一事と関係しています。「私たちの受けるつかの間の軽い患難は、ますます卓越した永遠の重い栄光を、私たちにもたらします」（二コリント四・十七）。試練を解き明かす慰めの務めの中にあるのは栄光です。警告の場合、それは高い召しを失うこと、栄光を失うことと関係しています。ですから、新約聖書のこの第二の偉大な区分は、まさにこの栄光という一つの思想によって支配されているのです。このように一般的な話をしたうえで、先に進むにつれていっそう詳しく述べることにします。


黙示録についてはどうでしょう？それは栄光を受けた栄光の主の描写と共に開始し、すぐに賛歌が始まります。「私たちを愛して、その血によって私たちを罪から解放して（中略）くださった方に、栄光がありますように」（黙示録一・五）。栄光の主を描写するこの導入部から、その先ずっと、すべてを支配する唯一の事柄は栄光の問題です。すべてが、諸国民も、悪の勢力も、対処されなければなりません。なぜなら、神がご自分の宇宙をご自身の栄光で満たそうとしておられるからです。栄光にかなっていないものはすべて対処されて、取り除かれなければなりません。最終的に、黙示録は栄光の都を啓示します。それは、言い換えると、キリストとの合一の中にある教会にほかなりません――「神の栄光を持っていた」（黙示録二一・十一）。少なくとも新約聖書はこの栄光の思想によって支配されていることを示す、さらに多くの証拠を続けて集める必要があるでしょうか？


さて、この問題全体は一般的に三つの大きな区分に分けられます。第一に、神聖な開始における栄光。第二に、隠れた働きにおける栄光。第三に、最終的顕現における栄光です。神の御言葉に関するかぎり、これがこの問題を要約していると思います。もちろん、膨大な詳細がありますが、総じてそういうことになります。


神聖な開始における栄光


さて、この三つのうちの一つ目である「神聖な開始における栄光」に取り組むことにします。二つの顕著な事例を挙げて、十分な指標とすることができると思います。主イエスの誕生と、次に教会の誕生です。聖書には、旧約聖書にも新約聖書にも、他にも多くの開始があります。聖徒の数だけ神聖な開始がある、と言えるかもしれません。それらはみな栄光を伴っていることがわかります。


ここではこの二つを紹介します。受肉によって、すなわち、神の御子・人の子が肉体となってこの世に来られたことによって特徴づけられる、神聖な開始です。ルカ二章の物語をもう一度読むべきですが、ほとんどそうするまでもありません。


御使いとそのお告げ。そして次に突然、その御使いと共に大勢の天の軍勢が歌い、賛美して、言いました。「いと高き所では、神に栄光がありますように。また地上では、彼の大いなる喜びにかなう人々の間に平安がありますように」（ルカ二・十四）。それは栄光の光景、栄光の時であり、天の栄光がこの世界に嵐のように押し寄せたものでした。


そのようなことが霊的な形でペンテコステの日に起きました。主イエスの昇天は天上においては素晴らしい光景だったとしか考えられません。「ああ、城門よ、あなたたちの頭を上げよ。永続する扉よ、上げられよ。栄光の王が入って来られる。栄光の王とは誰か？」（詩篇二四・七～八）。これはうっとりするような天の光景です、歓迎です――栄光の主、栄光の君の昇天だけでなく、歓迎でもあります。そして、天の喜び、天の嵐のような喜びから、聖霊が来臨されました。この出来事がこの地上の教会で一つのことを表しているとするなら、それは喜びを表しており、栄光を物語っているのです。ああ、なんという日だったことでしょう、教会が天の栄光から生まれて、この栄光で満たされた日は！


栄光は喜び、平安、満足の事柄である


どちらの場合も、その始まりは栄光に包まれていました。間違いなく、神の開始、神ご自身の開始は、常に栄光に包まれています。そして栄光は、それを分解すると、それをプリズムを通して見ると、喜びの問題です。それはたんなる外的な光の輝きではありません。喜びです、奇妙な、しばしば説明のつかない喜びです。それは平安です。不和はやみ、緊張はなくなり、すべては良好であるという素晴らしい感覚があります。平安と満足があります。神の正しさが証明されるために、神が正当化されるために、心中の疑問や問題を解くために、必要不可欠だと心の奥底で感じてきたすべての要求に対して答えが与えられます。神が行動される時、あなたの問題はやみ、あなたの疑問は満足のうちに消え去ります。神がそうしてくださったことにあなたは満足します。すっかり満足します。神がどのようにそうなさったのかは問題ではありません。つまり、とても単純な時もあるのです。山を移す奇跡が必要だと私たちは思っていましたが、ただ静かに事が起きます。私たちの心の中に満足がもたらされます。私たちは昔のナアマンのようではありません――神が現れて何か特別なことをしてくださると彼は思っていました！「ダマスコの川アバナとパルパルは、イスラエルのすべての水よりも良いではないか？」（二列王五・十二）。何かとても特別なことを要求したのです。そうではありません、単純な方法で神はそれを行われ、あなたは満足します。神が事を行われる時は、そういうものです。それが神の栄光の本質であり、あなたは満足します。神の開始、神の創始はこの意味で栄光に包まれています。その原因となる外的なものが何もないのにです。


神の偉大な開始である主イエスの誕生を見てみましょう。さて、その状態、状況、環境、すべてを、ありのままに見てください。宮殿も、地的安寧もなく、神の主権的活動も伴っていません。人の考えによると、地上の側ではすべてが見事に素晴らしく整っているはずなのに――そうではなく、すべてが逆なのです。地上の観点から見ると、弱さ、貧しさ、欠乏、不安がありますが、それでも栄光の中にあります。神の栄光に齟齬はありません。天は満足しています、天は栄光の中で歓喜しています、そして、それに実際に触れる人は大いに満足します。外的なものよりも深くて素晴らしい何かがここにあります。主イエスが新しくお生まれになる時は、常にそうではないでしょうか？このような言い方をするのを許してください。彼があなたの心の中に、そして私の心の中にお生まれになった時、そうではなかったでしょうか？外見上、状況はあまり変わっていないように思われました。家庭も同じ、職場も同じ、この世も同じで、環境は少しも変わりませんでしたが、内側には栄光がありました。喜び、平安、満足、栄光があったのです。


おそらく、あなたたちの中には、「私はクリスチャン家庭に育ち、大きな転機を経験することもなく、ごく自然にクリスチャン生活に入ったように思われます」と言う人もいるでしょう。その後、あなたは主を霊的に経験しなかったでしょうか。主があなたの人生の中に入って来られて、何らかの形で、このように動かれるのを経験しなかったでしょうか？緊張は去り、悩みは去り、恥は去り、不満は去り、失望は去りました。平安に包まれ、大きな喜びが溢れ、満足したのです。私たちは皆、このような経験について話せると思います。しかも、一度ならず何度もです。神の新たな開始は常に栄光に包まれています。御子の場合がそうでした――これをもう一度こう述べさせてください――ある人生、ある場所で、御子が誕生される時は毎回、こうした栄光のしるしが伴うのです。


神の栄光の本質


しかし、この栄光の本質は何でしょう？イエスがベツレヘムにお生まれになった日、何がその栄光の本質だったのでしょう？さて、ここで、とても注意深くある区別をしなければなりません。なぜなら、まさにここで、人々は間違いを犯し、困難に陥るからです。ベツレヘムでのキリストの誕生の栄光の本質は、あらゆる出来事や神の新たな動きにおける栄光の本質と同じように、昔も今も、神ご自身がご自分の喜ぶものを導入されたということです。神はご自分の喜ぶものを導入し、もたらされました。そして、主イエスこそが御父の喜びの対象です。もし彼がそこにおられなければ、御父が喜ばれるものはありません。彼がそこにおられる時、御父の喜ばれるものがそこに現存します。御父の喜び、満足、歓喜は、御子と御子のおられる所に集中しています。今、とても多くの人が陥っている危険は、彼らがその原因よりもそれが及ぼす効力を受け入れていることです。その効力とは――そうです、歓喜と平安と満足と深い感動、感謝と喜びです。次に彼らは、こうした効力や感覚や結果を受け入れて、それをながらえさせようとします。彼らはそれがなくなるのを恐れます、「これはどれくらいもつのだろう？朝起きたら、すっかりなくなっていないだろうか？またあの驚異の九日間しかもたないのではないだろうか？」と恐れる状態に陥ります。こうして彼らは、その効力を保持・維持することに必死になり、基本的現実を見逃してきたのです。


基本的現実はキリストであり、キリストは神の歓び、神の喜びです。感覚ではなく、事実です。その感覚を取り戻そうとしたり、その感覚にしがみつこうとしたり、その感覚や影響を維持しようとしたりしている人、栄光と称されている抽象的なものに手を伸ばそうとしている人が、あなたたちの中にどれくらいいるでしょう？そのようなことは間違いです。神の事実は残ります。感覚は変わるかもしれません――それは栄光というこの問題全体の第二の部分、すなわち栄光の隠れた働きと関係しており、全く別の領域と関係しています。私たちは神の開始に取り組んでいます。しかし、神が御子を迎え入れられる時、神は一連の感情、多くの感覚を得るだけでなく、神の栄光の対象そのものである、強力な永遠の現実をも得るのです。そして、あなたたちの内におられるキリストは栄光の望みであり（コロサイ一・二七）、それについてのあなたの感覚ではなく、この強力な基本的現実です。神はこれを喜んでおられます。彼の喜びは、私たちがどう感じていたとしても、私たちや私たちが何者なのかにはよりません。私たちが大喜びしている時の方が、最も惨めな時よりも、神は喜んで満足しておられる、とは私は信じません。私たちの魂の命はそのように移ろいやすいのです。私たちは浮いたり沈んだりします。神の喜びと満足は御子に集中しており、彼は私たちが自分自身の移ろいやすい反応にではなく彼の事実に信仰を置くよう望んでおられます。そうです、神はまさに次のように開始されます。すなわち、神はご自分の満足となるものを、それまでそれが全くなかった所にもたらされるのです。それはキリストであり、キリストの及ぼす効果が最初ではありません。ああ、その効果は現存します、そのことのゆえに神に感謝します。しかし、多くの場合、その効果は事の初歩的な面、幼年期にあることがわかります。あなたは成熟に達しなければなりません。そして成熟期では、感覚ではなくキリストに基づいて生きることを学ばなければならないのです。


神の開始時の御業が将来の働きのための彼の基礎である


第二に、神がご自分の喜ぶものを獲得されるとき、その最初の開始時の御業が将来のすべての働きのための彼の標準・基礎となります。その後のすべては、その開始時の最初の御業に見合うものとなります。恍惚感や栄光の感覚が永遠にいつまでも続く、という意味ではありません。そうではなく、神はそれを獲得した後、ご自身を満足させるもの、つまり、ご自身の栄光の座と中心を導入された、という意味です。そして、彼はその後永遠に、御子の中にあるものを私たちの内に実際化するために働かれます。それは私たちが御子に同形化されて、栄光への道、漸進的栄光への道を歩むためです。神を満足させるものを自分の内に造り込まれることによって、栄光が広がって定着し、私たちは御言葉が語る「神は（中略）あなたたちをご自身の栄光の中に召してくださいました」（一ペテロ五・十）にますます近づいていきます。神の最初の御業が結末を支配します。結末は最初に対応していますが、さらに大きくなります。最初は比較的小さいかもしれません。ベツレヘムは、ある意味、小さくて、ちっぽけです。そこでのキリストは制限されています。それでも、豊かな栄光が、この小さなものにおいて、このちっぽけなものにおいて、完全に開け放たれます。最終的に、この栄光は付け足し的なものにはならないでしょう。広がって宇宙を満たしたあの栄光になるでしょう。神は開始時の御業にしたがって働いておられます。それはそれに見合う結末を迎えるためです。ですから、神の開始時の御業が神のすべての働きの基礎です。最終的に、教会の中で、またキリスト・イエスの中で、栄光がすべての世代に至るまで、永遠にわたって続くのです（エペソ三・二一）。


これは実際的です。主が何かを行って、ご自身に属するものを、ご自身のキリストに属するものを、この地上の私たちの内に個人的に個々に、主の御業として導入されるとき、それは神が開始されたものであり、深い喜びと感謝の現われを伴って到来します。ああ、これは神によるものであり、人によるものではない、主がこれを行われたのである、と確信できることは、なんと幸いで尊いことでしょう。このような実感を持てることは、なんと心強く、心を満足させてくれることでしょう！神がこれを人生の中で行われる時、その人はこう言うことができます、「私が彼を選んだのではなく、彼が私を選ばれたのです。主導権は神にあります。それは私が行ったことではなく、主が行われたことです。もし主がおられなければ、私は決して、今日、ここにはいなかったでしょう」。多くの人はこう言うことができます、「道中ずっと、彼は最初に行われたことを行い続けてくださいました。私は迷いました、いや堕落しましたが、私は今日ここにいます。それは神がこれを開始されたからです。それは前進し続けるでしょう。それは栄光に包まれて始まり、栄光は私の移ろいやすい性質の問題ではなく、私とは全く関係ないからです。それは御子であり、彼は御子を植え付け、私ではなくキリストに基づいて、私の人生全体を通して働いてこられ、今も働いておられるのです。最終的に、彼が私を召してくださったあの豊かな栄光に私が達する時、『彼がそれを行ってくださったのです、それは主が行ってくださったことであり、私が行ったことではありません。彼がそれを行ってくださったのです！』と私は言わねばならないでしょう」。


神はご自身の開始時の御業に基づいて働いておられます。私は、新約聖書のかなり深遠な真理の大半はこれに集約される、と信じていますが、それは扱わないことにします。こうした神の深い事柄はみな、世の基が置かれる前から彼にあって選ばれていたことに関するエペソ一・四のパウロの言葉や、ローマ八・二九「彼はあらかじめ知っておられた者たちを、御子のかたちに同形化しようと、あらかじめ定められました」（これは私たちを時間や時間に属するいっさいのものの外に、この人間生活やそれに属するいっさいのものの外に直ちに連れ出して、直ちに永遠に岩なる方の上に置きます）に集約されるのではないでしょうか？それはみな、神が主導権を握って、ご自身の開始時の御業にしたがって働いておられる、ということに集約されるのではないでしょうか？私は、自分の責任や、前進し続けて堅固であることといった義務を無視しているわけではありません――それは別の面の事柄です。しかし、もし神が自ら事を開始して、そのために土台を据えられたのでなければ、私たちの努力や決意はすべて無益なものになるでしょう。私たちの従順、遵守、応答、神と共に進もうという私たちの心構えは、もしそれが神が据えられた土台の上になければ、なんと空しいことでしょう。しかし、私たちは岩なる方のもとに行きさえすればいいのです。


神に感謝します、岩なる方がおられます。この岩なる方とはキリストです。彼がそれを行ってくださいました。ですから、私たちは逸れても、戻って来ます。失敗しても、再び立ち上がります。私たちは恥じ、悲しみ、こらしめを受けますが、見捨てられることはありません。神がこれを開始されたのであり、それは栄光です。それは彼の恵みの栄光です。


要点は、神はご自身の開始時の御業にしたがって働いておられるということです。彼の開始時の御業は、最後に至るまでずっと、彼のさらなるすべての働きの基礎です。そして、キリストは最初であられるがゆえに、最後もキリストになります。また、最後はキリストです、キリストが最初であられたからです。神は、次に、栄光のうちに私たちと共に開始されます。私たちのうち何人がこう言えるでしょう、「そうです、それについては知っています。最初、ある時点で何かが起きたことを私は知っています。その結果、大きな喜び、大きな平安、大きな満足感がありました。それはまさに栄光でした。それについては、それは栄光だった、としか言えません。私は何度も恐ろしい間違いを犯しました。当時自分が持っていたその効力や素晴らしい感覚をすべて造り出そうとする、恐ろしい間違いです。私はキリストの事実を忘れていたのです。それでも、私はその栄光を知っています」。主が御子に属するものをさらに多く私たちの生活の中にもたらせるようになるたびに、これが再び起きます。ここで主と私たち、私たちと主の間に論争が生じるおそれがあります。私たちは未決着の問題のせいで妨げられてしまいます。聖霊と私たち自身との間に論争が生じます。私たちはもたもたしており、不従順であり、のろのろとしていて、戦いに備えていません。平安、安息、満足はなく、私たちの生活は引き裂かれ、栄光は私たちの顔から、私たちの証しから消え去ります。その後、次のような日がやって来ます。聖霊の辛抱強い、切迫した制約の下で、「この問題に決着をつけよう！」と私たちが言う日です。私たちは中に入って扉を閉め、「もうこれで終わりにしましょう。何かが起きなければなりません」と言います。私たちは主の御前に至ります。戦い、苦しい戦いがあるかもしれませんが、私たちは切り抜けます。主にご自身の地位が与えられ、私たちは引き下がります。自分の意志、自分の願い、何であれ、私たちは主に手渡して言います、「これを手放しました。私は終わりました。今、主よ、あなたの意志、あなたの道に服します」と。私たちが切り抜ける時、栄光が再び戻って来ます。そうです、喜び、平安、満足が戻って来ます。ある事柄に関して、主イエスの豊かさが新たに、あるいはいっそう豊かにもたらされるたびに、それには栄光が伴います。戦いを長引かせることによって、状況に取り組まないでいることによって、なんと多くの栄光を失っているのかを知ってさえいれば！ああ、私たちは自分から栄光を奪っています――しかも私たち全員がそうしているのです。私たちは学ぶのが遅いのです。


しかし、ここに神の事実があります。それは、御子により、また御子がその地位を得ることにより、その上に栄光が宿るという事実です。こう述べて終わることにします。主が御子のために全き地位を得られさえすれば、私たちの心の中の栄光の度合いはそれに見合ったものになるでしょう。環境は全く変わらないかもしれません。あなたは依然として困難に遭うかもしれません、あなたの道や場所や働きで困難に遭うかもしれません。状況は変わらず、人々は変わらず、場所は変わらないかもしれませんが、内面は違います。もしかすると――私は強要したくはありませんが――主は、内側でその地位を得ないかぎり、外側では何もされないのではないでしょうか。その遅延は、私たちが弱さを誇る境地に達していないからではないでしょうか。まあ、それについては主に尋ねることにしましょう。しかし、心に留めておいてください。神の御旨は栄光なのです。また、彼の開始は、それが彼の開始の最初の局面であれ、あるいはその後の多くの局面における開始であれ、彼が新しい局面や、さらに新しい局面や、なおもさらなる局面を開始しつつある時（なんと多くの開始を私たちは経験してきたことでしょう――過去に戻るわけではなく、まるで新しい局面、新しい開始のように思われるのです）、神の開始――そこで彼は御子のために望みのものを獲得されます――はみな栄光に満ちているのです。主は私たちをその栄光の中に、その栄光を私たちの中に、もたらしてくださいます。その栄光とはキリストです。「ああ、神の都よ、栄光ある事が、あなたについて語られる」。「あなたたちはシオンの山に、生ける神の都に来ているのです」。「神に、教会の中で、またキリスト・イエスの中で、栄光がすべての世代に至るまで、永遠にわたってありますように」。


  



  第六章 隠れた働きにおける栄光


「ああ、神の都よ、栄光ある事が、あなたについて語られる」（詩篇八七・三）。


「あなたたちはシオンの山に、生ける神の都に来ているのです」（ヘブル十二・二二）。


「神に、教会の中で、またキリストイエスの中で、栄光がすべての世代に至るまで、永遠にわたってありますように」（エペソ三・二一）。


「……愛する者の中で、神が私たちに無代価で授けてくださった、恵みの賛美となるためです」（エペソ一・六）。


「……キリストの中で最初に望みを持っていた私たちが、彼の栄光の賛美となるためです」（エペソ一・十二）。


  



これまでシオンの特徴に、言い換えると、ご自身の民に伝達されて彼らの中に造り込まれたキリストの特徴に取り組んできました。今、シオンの栄光に、もしくはシオンに関する栄光に至りました。前の章で、この栄光の問題には三つの主要な面があることを見ました――第一に神聖な開始における栄光、第二に隠れた働きにおける栄光、第三に最終的顕現における栄光です。


キリストの地上生涯では栄光の大部分は隠されていた


さて、第二の面である、隠れた働きにおける栄光に移ることにします。しかし、この栄光は地上では隠されているため、人々には認められません。天だけがこの栄光を見ることができますが、地上では大部分隠されています。天の栄光を伴う主イエスの来臨について知った羊飼いたちや賢者たちやその他の人々は、数か月後、数年後、どう思ったか、あなたは考えたことがあるでしょうか？もちろん、羊飼いたちがわざわざその赤子の跡を追ったかどうかはわかりません。その赤子はベツレヘムから去って、あちこちに移動し、三十年のほとんどの間ひっそりと育ちました。年々歳々、おそらく、この羊飼いたちは、「あれはとても素晴らしい夜でした。素晴らしいことが起きる大いなる予兆のように思われましたが、その後どうなったのでしょう？」と言ったことでしょう。東方からの人々も同じような問いを発したかもしれません、「私たちは間違っていませんでした。星はよく見えており、示された場所と赤子を見つけられました。私たちは宝物を開けて、その赤子は王であると宣言しました――しかし、その子はどうなったのでしょう？三十年のあいだ、その子のことを何も耳にしないのですが」。これは想像の産物かもしれませんが、たとえ想像にすぎなくても、要点を理解する助けになります。つまり、三十年間だけでなく、三十三年半のあいだ、栄光は全く隠されていたのです。つまり、彼がご自身の栄光を示された際の奇跡や、変貌の山で文字どおり栄光が現わされた唯一の時のように、栄光を示す事例がちらほらあるのを除けば、栄光は大部分隠されていたのです。栄光を暗示するそうしたまれな事例を除けば、その栄光は人々には見えず、隠されていました。栄光は去っていませんでしたし、そこには最初に劣らぬ栄光がありましたが、隠されていたのです。世人も、彼と接触した大多数の人々も、その栄光に気づかず、感知しませんでした。栄光は内に隠れていたのです。


天はその栄光を見ることができた


しかし、天は大きな関心を抱いており、地獄も大きな関心を抱いていました。誕生のときに天が示した関心は、その後も維持されました。四十日四十夜の荒野での戦いの後、御使いたちが来て彼に仕えました。そうです、御使いたちは見ていました。起きていることをすべて知っていました。とてつもない関心を抱いていました。御使いたちは、「いと高き所には栄光がありますように！」と宣言しました。この栄光は彼らから見ると消えていませんでした。彼らには依然として見えていましたし、注視していたのです。御使いたちがやって来たのは、一度や二度のことではありません。最後には墓に御使いたちが登場します。彼らは絶えず傍にいて、絶えずこれを気にかけています。天は他のだれにも見えないものを見ています。天は他のだれも知らないことを知っています。天は見ており、注意しています。


天は何を見ていたのでしょう？何に天は注意していたのでしょう？栄光です！しかし、どのようにでしょう？今、栄光は隠された形で働いていたことがわかります。天はその栄光を様々な形で見ることができました。天はその栄光を気にかけていました。新たな誘惑、新たな試み、彼に仕掛けられた新たな落とし穴や罠、彼に降りかかった新たな苦難、新たな試練、新たな危機、二者――勝利か失敗か――のうちの一方が起きる可能性がある時のたびに、天は、栄光がどのように勝つのか、栄光がどのように現れるのか、栄光がどのように勝利するのかを、注意して見ていました。栄光は、たんなる後光の光よりも、もっと内面的なもの、もっと現実的なもの、そうです、もっと決定的なものになりました。それは今や力であり、決定的要因でした。あえて言えば、主イエスの地上生涯の問題は全く、栄光が残るのか、それとも奪われてしまうのか、覆われてしまうのか、昔のエルサレムに起きたこと――その時、挫折と失敗のゆえに、預言者たちは、栄光がエルサレムから昇って行って、遠く離れるのを見ました――が彼についても起こりうるのか、ということでした。私の神学を疑う根拠を自分は持っている、とあなたは感じるかもしれませんが、よく見れば、この中に真実が含まれていることがわかるでしょう。それは、栄光はどのように現わされて維持されうるのかという問題なのです。


栄光は内側で働いていました、密かに働いていました、彼の内的生活で攻撃を受けて試されました。この問題はすべて次のように要約されます。すなわち、主イエスが変貌の山で満ち満ちた栄光をお受けになったのは、たんなる機械的・自動的なことではなかったのです。それは、彼の信仰が勝利してその時に至ったからでした。彼は、ご自身の前に置かれた喜びのゆえに、下って来て、十字架を耐え忍び、恥をものともされませんでした。主イエスが栄光を受けたのは、彼がそのような輝かしい道徳的完全に到達されたからであり、その栄光はそれがその時に輝き出たものだったのです。神と共にある彼の内的命の状態・状況が、変貌の山で現れたのです。これこそが、これから見ていくように、すべての栄化の基礎です。


教会の中に隠されている栄光


元に戻りましょう。その栄光は隠されました。教会に移ると、ペンテコステの日はなんという日だったことでしょう！再び天が裂かれ、再び栄光が下り、再び栄光が宣言・布告されました。こうしたことはどれくらい続いたのでしょう？その栄光が隠されるまでそう長くはなかったと思います。栄光は去った、栄光はもはやそこになかった、という意味ではなく、ペンテコステの外面的特徴はあまり長続きしなかった、という意味です。教会は進み続けました。多くの人は次のような疑問を抱いたかもしれません、「あのきわめて幸先の良い始まりはどうなったのでしょう？ペンテコステの日の栄光はいったいどうなったのでしょう？それはどこにあるのでしょう？状況は変わってしまいました。今やそのような状況ではありません。そのような状況は見当たりません。かつて起きたことの特徴は今では見当たりません」。ある変化が教会に訪れました。栄光は内面的なものになって、隠されています。世人が教会を見る時、キリストが誕生された夜やペンテコステの日のように、栄光を見ることができるでしょうか？世人はそのような外に現わされた栄光を見ることができるでしょうか？いいえ！見る目があれば見えるはずの栄光が、世人には見えません。世人にはそれは隠されています。これはすべての個々のクリスチャンにも言えるのではないでしょうか？


前に述べたように、個人の生活における神の開始は栄光に包まれています。回心のとき、新生のとき、私たちは主のもとにやって来ますが、そこには栄光のしるしがすべてあります――喜び、平安、満足があります。クリスチャン生活のこの初期の日々を形容する唯一の言葉は栄光です。しかし、そのような状態のままではありません。もし、それが生涯を通じて途切れなく続くなら、神に感謝します。私は、その痕跡がいっさいなくなる、と言っているのではなく、そのような状態は通常続かない、と言っているのです。状況は変わり、あらゆる問題や疑問、敵の攻撃や訴えのためのあらゆる根拠が生じます。敵は私たちに、それは幻想、感情、偽りである、と告げます。あるいは、お前は罪を犯して聖霊を悲しませているのだ云々、と言います。それというのも状況が変わったからです。栄光は去っていません、栄光はキリストだからです。しかし、何かが起きました。栄光は隠されました。それはそこにあり、活動し、働いていますが、隠れた形で働いているのです。


栄光は恵みに基づいて働く


栄光の始まりと、来るべきその完成との間の中間的な段階にあって、栄光は今どのように働いているのでしょう？栄光はここにありますが、どのように働いているのでしょう？この章の冒頭に追加した御言葉は、栄光の隠れた働きがどのように恵みに基づいているのかを示しています。「彼の恵みの栄光」。恵みは栄光の基礎です。栄光は恵みと結びついています。エペソ書を読むとわかります――「彼の恵みの栄光の賛美となるためです」。「彼はキリストの中で私たちを選び（中略）私たちを子たる身分へとあらかじめ定め（中略）それは彼の恵みの栄光の賛美となるためです（中略）私たちが彼の栄光の賛美へと至るためです」。栄光は恵みに基づいて働きます。


私たちに対する神の姿勢としての恵み


新約聖書におけるこの恵みの問題について見ると、これもまた三つの面に分かれていることがわかります。第一に、私たちに対する神の姿勢としての恵みです。恵みといえば、私たちはおもにこれを思い浮かべますが、それは神の恵み――私たちに対する神の恩寵的姿勢です。これは私たちの理解を超えています。私たちに対する姿勢としての神の恵みは、私たちの対処能力をはるかに超えています。「彼は世の基が置かれる前から、キリストの中で私たちを選ばれました」。彼は「イエス・キリストを通して、私たちを子たる身分へと、彼ご自身へとあらかじめ定められました」（エペソ一・五）。聖書には、「あなたの書物に私のすべての日々が記されました（中略）しかもまだそれらが一日も始まっていないうちに」（詩篇一三九・十六、欽定訳）とあります。私はこの世界にやって来ました。男女がこの世界にやって来ました。彼らの日々はすべて彼の書物にすでに記されていました。そして、彼らはきわめて悲惨な恐るべき罪に陥ることを許されます、ダビデがしでかしたようなことをしでかすのを許されます。おそらく、あなたたちの中には、ダビデを経綸的に排除する人もいるでしょうが、この原則は排除できません。ペテロのように、誓いと呪いをもって主を三度も否むようなことをした人でも、経綸的に排除することはできません。タルソのサウロがしたようなことをした人でも、経綸的に排除することはできません。サウロは、キリストの栄光で顔が輝いている若者を石打ちで死刑にすることに同意しましたし、地上におけるイエス・キリストの最後のレムナント・残党を撲滅しようと決意して、「この道」の者を迫害して死に至らしめました。これ以上続ける必要があるでしょうか？私たち自身についてはどうでしょう――罪や失敗を犯し、挫折し、あなたも私も私たちの主に汚名を着せてきました――彼は、私たちに体を与える前に、そうしたことが起きるのをすべてご存じでした。彼はご自分の書物に私たちの日々を記して、私たちが一日も送らぬうちに、意図して私たちに体を与えてくださいました。彼は、そのようなことが起きること、私たちが何をするのか、どのような生涯を送るのかをご存じでした。それをすべてご存じでした。彼はイスラエルの背教をすべてご存じでした。イスラエルがいつの日かご自身から離れて、ご自身を否み、偶像に香を焚いて、モロク礼拝のために息子たちを火の中に通すことをご存じでした。彼はそれをすべて知りながら、イスラエルを選び、イスラエルが誕生する前にイスラエルをご自分の書物に記されたのです。


これはいったいどう説明されるのでしょう？私たちの理解を超えています、私たちはこれを説明できませんし、理解できません。なぜ神はキリストにあって私を選び、キリストにあってあなたを選び、その後、私たちに体を与えることによって、私たちにあのようなことを行わせたり、あのような道を行かせたりして、ご自身を辱めるようにされたのでしょう？これは私たちの知性・知力を超えた問題です。聖書の中に一つの答えがあります。ここで私たちは膝が折れそうになります。倒れ伏すしかありません。「……それは、キリストの中で、最初に望みを持っていた私たちが、彼の栄光の賛美となるためです」。そこに栄光はありませんが、内側で働いているのではないでしょうか？天と地獄以外、誰がそれを見ているでしょう？世人はそれについて何を見ているでしょう？神の恵みの働きの痕跡らしきものがそこにあるかもしれませんが、世人には神の恵みがわかりませんし、その栄光も見えません。神の恵みを知るにはキリストが必要であり、それゆえ、神に栄光を帰すにはキリストが必要であり、したがって、それは教会における、またキリスト・イエスにおける栄光であって、すべての世代に至るまで、永遠に続きます。そうです、それは私たちに対する神の姿勢としての恵みに基づく栄光です。私たちにはそれを説明できません。なぜ彼はあなたや私を選ばれたのでしょう？自分に問いかけてみてください。あなたたちの中に、次のような線の上でスタートを切る用意のある人はいるでしょうか？すなわち、「私はなぜ彼が私を選ばれたのか知っています。神が私を選ばれたのにはもっともな理由、正当な理由があります」という線です。もしそうなら、あなたは神の恵みを何もわかっておらず、神に栄光を帰すことはできません。これは神が恵みの中で私に向けておられるこの姿勢のおかげです、と心から言えるようになればなるほど、ますますあなたは神に栄光を帰すようになるのです。


私たちの惨めで、哀れな、堕落した、役立たずの自己が、しばしば彼の栄光を現わすのではなく隠す手段になっているのは、不思議ではないでしょうか？私たちは、自己を見つめ続け、自分の惨めな自己について話し、自分の惨めな自己に目を留め続けています。「ああ、私の場合、神の恵みは素晴らしいものです」と絶えず述べて、神の恵みに栄光を帰す代わりにです。これはもう一方の面です。さらにそうするよう、神が私たちを助けてくださいますように！栄光は恵みに基づきます。私たちに対する神の恵みに関するかぎり、不可解で計り知れませんが、だからこそとても素晴らしいのです。


神の力としての恵み


次に私は、恵みの別の範疇、別の領域、別の側面が、新約聖書に述べられていることに気づきました。それは神の力としての恵みです。神の好意や姿勢だけでなく、神の力です。パウロは自分の弱さや欠点について、彼がどのようにそれを主の御前に持ち出して、この弱さや欠点、自分を悩ませ苦しませるこの問題について主に懇願したのかを述べています。主はそれについては何も言わず、「わたしの恵みはあなたに対して十分です」（二コリント十二・九）と言われました。新約聖書には、生命力としての、神の力としての恵みについて、多くのことが書かれています。


私たちに対する神の恵みは自己の暴露を要求する


これらの面はみな、ある種の要求を課すものであることがわかるでしょうか？私たちに対する神の姿勢としての恵みという面の場合、自己の暴露が必要です。自分自身を暴露されないかぎり、私たちは決して神のこの姿勢を高く評価しないでしょう。では、なぜ、クリスチャン生活の行程は、ある観点から見ると、私たちを暴露し、裸にし、私たちの中にある腐敗を深みから浮かび上がらせ、「自分の中に、すなわち、自分の肉の中に、善なるものは住んでいません」（ローマ七・十八）とますます言いたくならせるような過程なのでしょうか？なぜ神はいつも私たちを責めて、叱責の根拠を深みから浮かび上がらせようとされるのでしょうか？自分の罪によって、私たちを惨めにさせようとしておられるのでしょうか？いいえ、私たちが自分に対する神の姿勢にますます栄光を帰すようになるためには、自己の暴露が必要なのです。神は言われます、「あなたは自分の真相を見ています、しかしそれでも、わたしはあなたを愛しています。あなたは自分の内にある不法がいかに深いかを見ています、しかしそれでも、わたしの姿勢はあなたに対して恵み深くあります。あなたは自分が何をしでかせるのかを見ています、しかしそれでも、わたしは顔をあなたから背けません。わたしの顔はあなたの方を向いています。わたしの姿勢は無限の同情、無限の忍耐のそれです。わたしの姿勢は依然として恵みのそれです」。自己の暴露が必要です。そして、神の力という形を取る恵みの問題では、別の要求が課されます。その要求とは試練、苦しみ、苦難です。


神の力としての恵みは苦難を要求する


多くの苦難がありますが、それらは信者の分であり、信者でなければ決して遭わなかったであろうものです。私たちは主のものなので、苦しみと試練は私たちの分です。主が私たちを買い取ってご自身の所有とされたので、私たちは苦しみ、試練を受け、悩まされるのです。私たちは弱さを経験し、逆境を経験し、知恵も力もすべて尽き果てるのを経験します。これこそ、恵みに基づく神の栄光を経験するのに必要なことです。常にそう信じていられたら、と私は願います。暗闇の時、恐ろしい苦しみの時に、これを水晶のように常に自分の前に置いておけたら、と私は願います。しかし、私は新約聖書の中にそれを見ます、この人々の中にそれを見ます、主イエスの中にそれを見ます。私は、栄光が今、このような隠れた形で働いているのを見ます。ああ、この人々はその中を通りますが、神の恵みはとても素晴らしいです。神の恵みが絶えず彼らを引き上げ、連れ戻し、何があっても彼らを進み続けさせます。今度こそ彼らはおしまいだと思っても、再び浮かび上がって来ます。コルク全般のように何度でも跳ね上がるのです。恵みは生命力です、恵みは神の力です。


主イエスを見て、そうでないかどうか見てください。教会を見て、そうでないかどうか見てください。あなた自身の過去と心を見て、そうでないかどうか見てください。栄光とはそのようなものです。御使いたちが栄光に関する天の歌を歌うのとは、かけ離れた考えです。何かが中に入って行きます、下に潜って行きます。力強く地下で働いており、私たちを切り抜けさせてくれるのです。


恵みは神の性質の問題である


次に、恵みの三番目の面は神の性質と関係しています。恵みはいわゆる優しさの問題である、と言われることがあります。つまり、恵みは刺激の下で神の性質とかたちから発するものである、というのです。ペテロの言葉を翻訳する時に翻訳者たちが首尾一貫していなかったのは、なんと残念なことでしょう――「あなたたちが善を行って、そのために苦しみ、耐え忍ぶとしたら、これは神に受け入れられることです」（一ペテロ二・二〇）。他のどの箇所でも、「受け入れられる」という言葉は「恵み」と訳されています。「これは神と共にある恵みです」。善を行って苦しむ時、善を行って打たれ、それを耐え忍ぶ時、これは神と共にある恵みです――これは栄光ではない、とあなたは私に言うのでしょうか？！あなたが不当に苦しめられ、中傷され、誤解され、迫害され、攻撃されており、しかもそれには実際のところ何の根拠もないことがよくよくわかっている時、あなたが反対を受けているのは、おそらくあなたがクリスチャンであって、何らかの理由で好かれていないからなのです。あなたが全く好感を持てない人物だからではありません。そこには何か別の理由があることを、あなたは知っています。あなたがクリスチャンだからこそ、あなたは耐え忍ばなければならないのです。ですから、不当に苦しめられるとき、もしあなたがそれを耐え忍ぶなら、恵みに基づいて神に栄光を帰すことになります。恵みは神の性質の問題です。


自己を服従させる必要性


では、ここで要求されていることは何でしょう？自己を服従させる必要性にほかなりません。耐え忍ぶことの反対は何でしょう？「彼は罵られても、罵り返すことがなく、苦しめられても、脅かすことをされませんでした」（一ペテロ二・二三）。苦難に対するあなたの反応、自分に浴びせられることや他の人々によって経験させられることに対するあなたの反応は、こうでなければなりません。たとえ、それがあなたの間違いのせいではなく、むしろ、あなた自身と主との間に関するかぎり、それには全く理由がなくてもです。それに関してあなたに何の責任もなくてもです。あなたの反応は彼と同じでしょうか？彼は罵り返すことがなく、脅かすことをされませんでした。彼は全く憤らず、復讐せず、仕返しをしようという気もありません。「父よ、彼らをお赦しください」（ルカ二三・三四）。「主よ、この罪を彼らに負わせないでください」（使徒七・六〇）。これは恵みですが、神に栄光を帰すことです。これは神の栄光であり、キリストの栄光です。


ああ、そうです、しかしこれは深く隠されていることです。進行中のこの戦いをだれも知りません。ああ、この残忍さ、この不義、この悪は、どれほどあなたの内にある苦々しさを掻き立て尽くし、その性質の上に働いて、辛辣なことを言いたい気分にさせることでしょう。あなたは内側で真の戦いを経験します。祈って征服します――これを彼らは何も見ていません。静かで穏やかな霊があります。私利私欲は服従させられ、自己の命はこの戦いの中ですっかり服従させられて、あなたは切り抜けます。しかし、あなたにそんな気配は全くありません。これが恵みです、これが栄光です、恵みに基づく栄光です。しかし、それは隠された方法、秘密の戦いによります。その過程を他の人はだれも知りません。進行中のすべての出来事や、ご自身の上に臨んだすべての出来事の背後で、主イエスがご自身と御父との間で経られた過程を、他の人は全くだれも知りません。そうです、主イエスの栄光は、試練の下で、迫害の下で、神の恵みが現れたものだったのです。彼の聖徒たち、僕たち、教会も同じです。あなたについても、私についても同じです。


「ああ、神の都よ、栄光ある事が、あなたについて語られる」。しかし、その栄光は時として全く理解不能なものです。それでも、それは同じ栄光です。彼が誕生された日に御使いたちが歌い語った栄光は、天がゲッセマネに見た栄光と、異なるものではありません。そうです、同じ栄光です。しかし、神は内側で働いておられます。それは、最終的に、その原初の栄光を輝き渡らせるためです。試練によって、逆境によって、苦しみによって、そうしたあらゆる手段によって、この栄光が内側に造り込まれます。それは、私たちが彼の栄光にあずかる者、彼の栄光の共有者となるためです。そして、これが今、私たちにとって栄光なのです。「主は恵みと栄光を与えてくださる」（詩篇八四・十一）。この二つは、今の中間期では常に同行しますが、やがてすべてが栄光となるのです。


  



  第七章 最終的顕現における栄光


「ああ、神の都よ、栄光ある事が、あなたについて語られる」（詩篇八七・三）。


「しかし、あなたたちが来ているのは、シオンの山に、生ける神の都である天のエルサレムに、無数の御使いたちの祝会に、宇宙的集会と天に登録されている長子の教会に、万物の裁き主である神に、完成された義人たちの霊にです」（ヘブル十二・二二、二三）。


「神に、教会の中で、またキリスト・イエスの中で、栄光がすべての世代に至るまで、永遠にわたってありますように」（エペソ三・二一）。


「なぜなら、現在の時の苦難は、私たちに現される来たるべき栄光とは比べるにも値しないと、私は考えるからです。被造物は切なる期待をもって、神の子らの出現を熱心に待ち望んでいます。なぜなら、被造物が虚無に服従させられたのは、自分の意志からではなく、それを服従させた方によるのであって、それは被造物自身も、朽ち果てる奴隷状態から解放されて、神の子供たちの栄光の自由に入る望みがあるからです。全被造物は、今に至るまで共にうめき、共に産みの苦しみをしていることを、私たちは知っています」（ローマ八・十八～二二）。


「さらに天上の体と地上の体があります。しかし、天上のものの栄光は一つのことであり、地上のものの栄光はまた別のことです。太陽の栄光、月の栄光、星の栄光があります。星と星にも栄光の違いがあります。死人の復活もそのようです。朽ちるものでまかれ、朽ちないものに復活させられます。卑しさの中でまかれ、栄光の中で復活させられます。弱さの中でまかれ、力の中で復活させられます。天然の体でまかれ、霊の体に復活させられます。天然の体があるのですから、霊の体もあるのです。（中略）さて、兄弟たちよ、私はこのことを言っておきます。肉と血は神の王国を継ぐことはできませんし、朽ちるものは朽ちないものを継ぐことはありません。見よ、私は一つの奥義をあなたたちに告げます。私たちすべてが眠るのではありません。しかし、私たちすべては変えられます。それは最後のラッパの時、一瞬にして、またたく間にです。ラッパが鳴り響いて、死人は朽ちないものに復活させられ、私たちは変えられるのです。なぜなら、この朽ちるものは朽ちないものを着るはずであり、この死ぬものは、死なないものを着るはずであるからです。しかし、この朽ちるものが朽ちないものを着、この死ぬものが死なないものを着る時、書き記されている言が成就します、『死は勝利のうちに飲み尽くされた』。『死よ、おまえの勝利はどこにあるのか？おお、死よ、おまえのとげはどこにあるのか？』」（一コリント十五・四〇～四四、五〇～五五）。


「私たちの命なるキリストが現される時、あなたたちも彼と共に栄光のうちに現されます」（コロサイ三・四）。


「それは、しみやしわや、そのようなものが何もなく、聖くて傷のない栄光の教会を、彼がご自身にささげるためです」（エペソ五・二七）。


  



これまで、教会における、またキリスト・イエスにおける栄光に取り組んできました。第五章は、栄光に包まれた神の開始についてでした。第六章は、隠れた働きにおける栄光についてでした。今、最終的顕現における栄光にやって来ます。私たちが読んだ節はみな、これと関係しています。どの節を使い、どの節を省くかは、少し難しいところです。これに関連して思い浮かぶ節は、他にもたくさんあるでしょう。


被造物は虚無に服従させられた


さて、まず、ローマ八章の使徒のこの発言に取り組まなければなりません。神は主権的行為により、ある時、被造物を虚無に服従させられた、と使徒はこう述べています。「被造物が虚無に服従させられたのは、自分の意志からではなく」（二〇節）。神は、被造物の望みや願いとは反対に、またそれに逆らって働かれました。「自分の意志からではなく、それを服従させた方によるのであって（中略）望みがあるからです」。しかし、この記述は、神は主権的に働いて被造物を虚無に服従させられたということです。「虚無（vanity）」という単語は、現代英語の用法では、原語の意味をほとんど伝えていません。この言葉のより適切な訳語は「失望（disappointment）」でしょう。この言葉は原語では次のようなニュアンスを常に帯びています――たんなる失望だけでなく、失望を伴う惨めさ、というニュアンスです。ですから、この言葉の真の意味は失望の惨めさになります。神は意図的に被造物を失望の惨めさに服従させられました。被造物にはある存在目的がありましたが、その目的、その使命に応えるのをやめてしまいました。その目的・使命とは、神の性質を表すことでした。なぜなら、神の性質を表すときに、神の栄光が現わされるからです。神が、その存在の本質にまさに適うもの、ご自身の本質と存在が持つべきものを得ること、それを得て全く満足されること、それが栄光です。しかし被造物は、神の満足のために神の性質を表現するという使命にしたがって進んで、神の栄光のために存在することをやめてしまいました。そこで、神は被造物にこの制限を課して、被造物の中に活発な作用力として使命の代わりに失望を置かれたのです。強力な失望を置かれたのです。使命を失っただけでなく、その存在状態では実現不可能になった、という失望です。


失望がこの被造物全体の上にとどまっていることを証明するのに、議論の必要はほとんどありません。被造物が進めば進むほど、失望はますます大きくなり、惨めさはますます厳しく、恐ろしく、大きくなります。そうではないでしょうか？私たちはその十分な証拠を持っていると思います。しかし、まず第一に、神が主権的に働いて、被造物を失望とその結果としての惨めさという境遇にもたらされたのです。


うめく被造物における御業の進展


次に使徒がここで二番目に述べているのは、うめく被造物においてある御業が進んでいるということです。第一に、被造物自身「うめき、産みの苦しみをしています」。次に、何かが産み出されようとしています。何かが進行中です。何かが問題を引き起こしており、それがこの状況の原因となっています。私たちはこのことに十分注意していないと思います。被造物や世界の状況は、苦悩や失望や悲惨さで満ちていますが、これは何かがやって来ようとしていることを示しているのです。これらのうめきや産みの苦しみは、何かがやって来ようとしていることを預言するものなのです。「全被造物はうめき、産みの苦しみをしています」。


「私たち自身もうめいています」


そして次に、使徒は「御霊の初穂を持つ私たち自身も、自らの内でうめいています」と述べています。「御霊の初穂」。これは別の種類のうめきです。これは被造物の内側のさらに内側のうめきです。被造物は、私たちがうめいているのと同じようにうめいているわけではありません。被造物は、私たちがうめき求めているもののためにうめいているのではありません。被造物は御霊の初穂を持っていません。この御霊の初穂とは何でしょう？この御言葉を引用した章は、御霊の初穂が何なのかを示しています。


御霊の初穂


「……神の霊があなたたちの中に住んでおられます。しかし、だれでもキリストの霊を持っていないなら、その人はキリストのものではありません」（九節）。私たちは御霊の初穂を持っています。第一に、御霊が私たちと共に住んでおられます。次に、「神の霊に導かれている者はみな、神の子たちです」（十四節）。御霊の初穂――御霊が内住している者たちは御霊に導かれます。次に、「御霊ご自身、私たちの霊と共に、私たちが神の子供たちであることを、証ししてくださいます。そしてもし子供であるなら、相続人でもあります。すなわち、私たちが彼と共に栄化されるために、彼と共に苦しむなら、私たちは神の相続人であり、またキリストと共同の相続人です」（十六、十七節）。御霊は、私たちが神の子供たちであることを、証ししてくださいます。御霊の初穂――内住し、導き、証しします。その初穂を持つ私たちは、まさに御霊の内住、御霊の導き、御霊の証しによって、自分が神の子供であることを知ります。まさにそのことによって、私たちは自分がうめいていることを知ります。何のためでしょう？私たちは御霊の初穂を持っています。御霊の初穂は御霊の実のすべてではありません。さらにまさったもの、さらに豊かなもの、さらに大きなものを示すものにすぎません。そして、私たちにおける御霊の働きにより、自分の霊的状態に対する神聖な不満が生じます。あるいは、別の言い方をすると、さらにまさったものに対する神聖な願いと渇望が生じます。初穂は、豊かな収穫を指し示すものであり、さらに多くのものがあることを示すものです。それは何でしょう？初穂は御霊の御業の目的を指し示すのです――その目的とは「私たちが彼と共に栄化される」ことです。


さて、使徒は被造物自身に目を向けて、被造物全体が、御霊の働きによって私たちの中で進行していることに依存している状態にある、と述べています。「被造物は神の子らの出現を待ち望んでいます」（十九節）。被造物はうめき、産みの苦しみをしています。神の子らの出現を待ち望んでいます。御霊がその働きを終えて、神の満足のために、子たる身分に基づく輝かしいものをもたらされるまで、待ち望んでいるのです。


被造物は束縛から解放されることになる


神が被造物の中からそれを獲得される時、使徒が続けて述べているように、「被造物自身も、朽ち果てる奴隷状態から解放されて、神の子供たちの栄光の自由に入」ります。神の子供たちの栄光と自由、解放に入ります。被造物における束縛、私たち全員における束縛は、輝かしい出現、栄光の出現を指し示しており、その後、被造物に対する約束が実現される時、全被造物は解放されて、神は御旨を達成されます。「被造物は切なる期待をもって、神の子らの出現を待ち望んでいます」。「切なる期待」というとても強い言葉がここで使われています。これはとある人の絵図です。その人は身を乗り出して、前方を、先を見ています、水平線を見渡しています。まるで、そこに現れるものにすべてがかかっているかのようです。視線、注意、全存在が、その水平線に集中しており、それが現れるのを、近づきつつある何かを待ち望んでいます。使徒はこの言葉が示す絵図を使って、被造物はこのような状態にあると述べています――切なる期待をもって、身を乗り出し、集中し、神の子らの出現を待ち望んでいるのです。なぜなら、その出現に自らの解放と自由がかかっているからです。


栄光の出現


こうして私たちは究極的・最終的な栄光の出現に導かれます。しかし、「出現」というこの言葉について少し考えてみてください。栄光の創造ではなく、出現であると述べられています。つまり、何かがすでに進行中なのです、何かがすでに存在しているのです、何かがすでに働いているのです。これは私たちを前の章に――恵みの強力な働き、恵みに基づく栄光に――連れ戻します。「彼の恵みの栄光へと至る」。御霊によって私たちの内側である働きが進行中です。私たちを変化させ、造り変え、キリストの似姿、その神聖な性質にあずからせて、試練・苦しみ・逆境・苦難の下でそれを表現させつつあります――そうです、栄光に基づくあの恵み、恵みに基づく栄光、そのすべてが進行中なのです。栄光が隠れた形で存在しています。神の恵みが私たちの中で勝利するたびに、彼の栄光となります。本質的な神の栄光が私たちの中で進行しています。そしてその後、隠されているもの、秘密裏に進行してきたもの、御霊が形成されたいっさいのもの、御霊が造り変えられたいっさいのもの、御霊の深いいっさいの働き、御霊によってキリストにしたがって構成されたいっさいのものが、完全に現わされます、栄光のうちに現わされます。


この出現はいつ起きるのか


それはいつ起きるのでしょう？この出現は教会における栄光の出現であり、予知され、キリストにあって選ばれ、前もって定められた選民の出現であり、世界が造られる前に神がキリストにあって選ばれたこの子らの出現ですから、選民の数が満たされるとき、この教会の最後の一員が迎え入れられるときはじめて、それと同時に、この栄光は出現します。キリストの来臨もこれと関係しています。その出現に協力することもできますし、その日を早めることもできます。もちろん、それは私たち自身の霊的進歩の問題である一方で、私たちが聖霊と協力して選民の数を満たすこともとても重要な問題です。神だけが選民が誰かご存じです、私たちにはわかりません。ですから、御霊に導かれる必要があります、ピリポが荒野に導かれて一人の人、戦略的にとても重要な人を見つけたようにです。あなたはどこかに行こうと決めて、群衆を集めるかもしれませんが、その時ではないため、あるいは他の何らかの理由で、努力しても選民は一人も得られないかもしれません。聖霊が真にあなたを導いておられるなら、聖霊は選ばれた人を追い求めておられると、あなたは常に確信していられるでしょう。選ばれた人がどこにいるのか、聖霊はご存じです。しかし、細かいことはさておき、重要なのは、こういうわけで次のような緊急の要請があるということです。すなわち、御霊のこの働きに取り組んで、彼と共に選ばれた人を探し、選民の数を満たす必要がある、という要請です。なぜなら、その栄光には子らの出現が必要だからです。


この「子らの出現」という句には、私が示したことをはるかに超える内容があると思います。私はとても単純であろうと努めています。この子らは、創世の前に、すべて予知されていましたし、選ばれていましたが、神は彼らが誰なのかを決して私たちに告げませんでしたし、彼らが誰なのかを決してだれにも告げませんでした。神だけがご存じです。それは神の秘密です、誰がご自身の教会を構成しているのかを神はご存じです。神の教会を構成する者たちだけが最終的に救われるわけではありません、神だけが彼らが誰かご存じです。しかし、それが出現する時、神がずっと知っておられたことが開示されます。永遠の過去から神はご自身の秘密、ご自身の選民、ご自身が選んだ者を知っておられました、そして彼らが現わされます。もちろん、これには多くの困難な問題が含まれます。


単純な点に話を絞ると、第一に、子らの出現には子らを確保する必要があります。私たちに関するかぎり、私たちは聖霊と協力して選民の最後の一人を迎え入れなければならない、という重大な責任を感じてしかるべきです。世の基が据えられる前からキリストにあって選ばれていた人が、自分による聖霊の働きの圏内にもしやいるかもしれないと、私たちは手を差し伸べなければなりません。救われていない人、まだ中に集められていない人々に手を差し伸べようと、一念発起しなければなりません。それは、人々を地獄から救うためだけではなく、神を満足させて、これらの子らの出現によって被造物が解放されるためでもあります。


次に、恵みの働きが私たちの中で完成される時、子らが出現します。これに関して、私は教会全体について考えたいと思います。今、私の教義に対してあなたがどう言うか、私にはわかりません。問題に巻き込まれることになると思います。しかし、あえて危険を冒すことにします。私は既存の苦難、逆境、試練をすべて受けることはできません、それゆえ、神の恵みをすべて使い尽くすこともできません。しかし、あなたは私と共に苦しむことができます、私たちはそれを共有することができます、また、あなたはあなたの苦難によって私に何かを加えることができますし、私もあなたに何かを加えることができます、そして、私たちはお互いの苦難によって相互に何かを加え合うことができます。ああ、兄弟よ、あなたは苦難に遭っています、しかし、あなたは一人で苦しんでいるのではありません。あなたの苦難は私の益になり、私の苦難はあなたの益になります、あなたは私の苦難にあずかり、私はあなたの苦難にあずかって、個人だけでなく全体の一部としての個人が全体的に完成されることになります。完成されることになるのは教会です。その一員がその栄光をすべて持つことは不可能であり、したがって、その一員がすべての苦難を受けることも不可能です。これは相互的なものであり、苦難における協力関係であり、協調性です。それは共に栄光を受けるためです。私たちは共に栄光を受けます。それは教会における恵みの完成です。ああ、なんと多くのことを私はくぐり抜けなければならなかったことでしょう、神のすべての恵みが個人としての私において完成されるとしたら。私はそれに耐えられません。私に神の恵みを使い尽くせと言っても、到底無理な話です。ああ、神の恵みはなんと大きいのでしょう！私がそのすべてを知るには、あまりにも大きな代価が必要でしょう。からだの中で、神を満足させる一団の中で、恵みを完成させるというこのことに、私たちは共にあずかっており、互いに分かち合っているのです。


これが終末における厳しい患難の理由ではないでしょうか？なぜ終末に患難が激化し、増大しなければならないのでしょう？黙示録には、敵が一時的に聖徒に打ち勝つことが書かれていますが、なぜそんな恐ろしいことが書かれているのでしょう？しかし、それで終わりではありません。確かに　終末には多くの患難があり、患難が増しますが、恵み、勝利、栄光も増すのです。こうして、言わば、神の恵みを可能なかぎり完璧に知っている選民が十分な数に達する時、栄光が現わされるのです。


彼の出現の栄光


次に、もちろん、この出来事があります。私は、主の来臨は孤立した別個の出来事であり、神の計画の中の一つの出来事にすぎない、とは思いません。それは、これまで述べてきたことと密接な関係があります。主の来臨は、選民が完成されることにかかっています。恵みの御業がなされることにかかっています。この恵みの御業によって、栄光の出現が可能になります。なぜなら、それは栄化を可能ならしめる根拠だからです。栄光は否応なく実現されるものではありません。要求をしてくるのです。しかし、主の来臨は来臨です。それは主の来臨であり、彼の出現に関連する栄光について、私たちは多くのことを見いだします。


また、主の来臨には二つの面があることがわかります。一つ目は主の出現です。これは栄光の出現です。主ご自身が、「人の子が御父の栄光の中で御使いたちと共に来るのを見たら、あなたたちはどうなるのか？」と問われました。これは主の出現における栄光です。


携挙における栄光


しかし、ここでのもう一つの面は携挙における栄光です。主の出現は一方の面であり、主の出現の時に私たちが携え挙げられることは他方の面です。「見よ、私は一つの奥義をあなたたちに告げます。私たちすべてが眠るのではありません。しかし、私たちすべては変えられます」（一コリント十五・五一）。私たちがこの地上にいるにせよ、よみがえらされるにせよ、この御言葉があてはまります。これは主の出現のときの携え挙げであり、次に、この出現の中に他の幸いな結末がすべて含まれます。一コリント十五章から、復活における栄光についての、あの素晴らしい節を読みましょう。「太陽の栄光、月の栄光、星の栄光があります。（中略）死人の復活もそのようです」。この復活は栄光であり、使徒はここでそれを体に焦点づけていますが、もちろん私としてはそれでかまいません。しかし、「ああ、神の都よ、栄光ある事が、あなたについて語られる」。この栄光の一つが、歓迎の栄光です。この朽ちるものは朽ちないものを着、この死ぬものは死なないものを着ます。この天然の体は過ぎ去り、この魂の体は過ぎ去り、あの霊の体が到来します。私は、これに関して使徒が別の個所で述べている言葉が好きです。「私たちは神からの建物、すなわち手で造られたのではない住まいを得ます」（二コリント五・一）。霊的なものを手で造ることはできませんし、それゆえ、霊的なものを手で切り裂くこともできません。それは、「天にある永遠の」「手で造られたのではない」住まいです。主の出現と私たちの変化における栄光の一つは次のことです。すなわち、いま私たちがこの苦痛と苦難と弱さと制限の中にある体にあって経験していること、この破綻した人間性によって私たちに臨むことはみな、主の出現のとき過ぎ去るのです。そして、そのようなものがいっさいない栄光の体が到来するのです。「死は勝利のうちに飲み尽くされた」（一コリント十五・五四）。私たちは、「神に感謝します。彼は私たちの主イエス・キリストを通して、私たちに勝利を与えられます」（一コリント十五・五七）という御言葉を、まるでそれが私たちの地上における現在の霊的生活にあてはまるものであるかのように、しばしば引用してきました。まあ、この御言葉をあなたの好きなように使っていただいてかまいませんが、実際には、この御言葉は私たちの霊的生活にはあてはまらず、私たちの体にあてはまるのです。「神に感謝します。彼は私たちに勝利を与えられます」。この勝利は、主の出現のときに与えられる、私たちの肉体の死に対する勝利です。死に対する勝利です。ああ、死がこの死すべき体の中に働いています。それは私たちになんという苦難や制限を課すことでしょう！こうしたいっさいの死の働きに打ち勝つために私たちはどれほどうめいていることでしょう。使徒は言います、「おお、死よ、おまえの勝利はどこにあるのか？おお、死よ、おまえのとげはどこにあるのか？」。私たちは今、朽ちないものによみがえらされます！神に感謝します、彼は私たちに勝利を与えてくださいます！これは肉体的な勝利のことです。


これらのことを、もっと詳しく説明することもできますが、ここでは割愛します。ただ、「ああ、神の都よ、栄光ある事が、あなたについて語られる」という御言葉を見るだけにしておきます。これらのことはその諸々の栄光の一部なのです。その結末は栄光です。神はすべてをご自身の開始に見合ったものにされます。彼は栄光のうちに開始されました。私たちが主を知るようになった日、栄光が私たちの内に生じました。その栄光は、私たちのクリスチャン生活の年月の間、恵みに基づく、秘密の隠れた働きになりました。その栄光は、当初の制限された形ではなく、その最終的豊かさの形で、再び現れることになります。最終的に、恵みの働きはすべて完了し、栄光が完全に現わされるのです。


一つの包括的思想を述べて終わることにします。それは、私たちは栄光に召されている、ということです。今、あなたの悩みは何でしょう？私たちの問題は何でしょう？その結果はとうてい栄光ではありえない、と私たちは思っています。私たちはなんと惨めな者たちでしょう、弱さや失敗その他もろもろをなんと頻繁に露呈することでしょう！私たちは栄光に召されていますが、決して自分自身の美徳や価値のおかげで栄光に至るわけではありません。それは彼の恵みによります。私はこう信じています――こう述べてもかまわなければ――最終的に最も大きな栄光を持つことになる人々は、最も大きな恵みを必要とし、それを経験した人々なのです。ですから、そうである以上、私たちには希望があります。これにすがって、それを信じようではありませんか。結末は栄光です。神はそうなるように定めておられます。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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